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　男なんて嫌いだ。乱暴だし、勝手だし、いつもこちらのことを馬鹿にして扱う。母にだってそうだった。勝手なことをして、勝手に放り出して。

　だから、私は絶対ひとりで生きていってやる。母が死んだあの日から、固くそう決意していた。それなのに――。






「姫さまが駆け落ちでいなくなったぁ!?」

　思わず大声を上げてしまったリーゼルの口を、城からの使者が慌てて押さえる。表情を固く強張らせた初老のその男は、忙しなく周囲を見回すときつくこちらを睨んだ。

「大きな声を出さんでいただきたい！　どこで誰が聞いているか分からぬのだぞ！」

「す、すみません。つい」

　家の中にはリーゼルだけしかいないとはいえ、隣家とそう離れてはいない。確かにうっかりしてこんなことが漏れたら大事件だ。声を潜め、リーゼルは再び口を開く。

「そ、それで。あの、姫さまってアリーセ姫さまですよね？　一体どなたと駆け落ちされたんです？」

「少し前に城に出入りしていた旅の吟遊詩人だ」

「わーお……」

　思わずそんな言葉が口を付いてしまう。相手にも驚きだが、あのお姫さまがそんな大それたことをしたという事実により驚いた。

（アリーセ姫って少し前に一度だけ城の行事のときに拝見したことがあるけど、他の人の陰に隠れて大人しそうな人だったけどな。まさか、そんな大胆なことをする人だとは……）

　記憶にある彼女は、俯いて恥ずかしそうに顔を隠している姿しかない。というより、影が薄くてあまり意識がそちらにいかなかったという方が正しいかもしれない。それはそうと、だ。

「……それで？　それが、私に何の関係があるんでしょう」

　聞きたいのはこのことだ。城の人間が突然こんな町外れにある平民の家を訪ねてくることだけでも普通ではないのに、さらにそんな王族のスキャンダルともいえる出来事をぺらぺらと話してくるなんて、どう考えても何かあるはずだ。

　警戒心をあからさまにしながら尋ねたリーゼルに、使者は益々顔を渋くして眉を寄せた。そしてたっぷり数十秒ほどの間を空けた後、重々しく口を開く。

「――アリーセさまは、明日ハイルングへ嫁ぐ予定となっておった」

「えっ」

　ハイルングといえば、この国――リーベの西に位置する隣国の名だ。国境沿いにある山をひとつ越えた先にある国で、リーベよりも領土が広く他国との貿易が盛んだと聞いている。農地が多いこちらとは違い、宝石の採掘なども盛んらしく国の裕福度もあちらが上のようだ。その国へ、アリーセ姫が輿入れ。……となると、それは普通の婚礼ではなさそうだ。リーゼルの無言の問い掛けに視線を逸らした使者は、ため息をつき小さく頷く。

「王家の姫とあらば、こういうことは普通にあるものだ」

「ということは、やっぱり政略結婚なんですね」

　だろうと思った。王家に限らず、良家の令嬢だとかそういう人たちは当人同士の感情よりも家の都合を優先して結婚させられるというのは聞いたことがある。そうして繁栄をしていくのだそうだが、平民であるリーゼルにはどうにも納得できない。――もっとも、リーゼルの場合はそもそも結婚自体をこれから先もしようと思っていないから関係はないのだけれど。

「でも、そうなると今の状況ってすごくまずいんじゃないですか？　だって、そういう意味での結婚ならなおさら、嫁ぐ相手がいなくなるってまずいんじゃ……」

「だからこうも焦っておるのだ！」

　リーゼルの言葉を覆うような大声で使者は苛立った声を上げた。静かにするよう言われたが、これでは彼の方がよほど声が大きい。相手もそれに気が付いたのか、取り繕うようにひとつ咳払いをして姿勢を正す。

「その通り、非常に由々しき事態だ。なればこそ、そなたのところに参ったのだ」

「……」

　嫌な予感がする。顔をしかめたリーゼルに使者が続けたのは、ある意味予想通りの――そして当たってほしくない言葉だった。

「リーゼル殿。そなたには、アリーセさまの身代わりとしてハイルングへ行ってほしい」

「はぁ!?」

　それはつまり、アリーセ姫の代わりに嫁げということか。

「そんなの、できるわけないでしょう！」

「何も一生というわけではない。アリーセさまが見つかり次第、そなたと再び入れ替わる。その後は晴れてお役御免だ」

「入れ替わるって……そんな、ばれないわけないじゃないですか！」

「幸か不幸か、嫁ぎ先のハイルング国第一王子はまだアリーセさまと直接対面したことがない。そなたは顔立ちが似ておるし、あとは人見知りだからとか具合が悪いからとかで王子と会う回数を極力減らせば数週間――いや数ヶ月はどうにかなろう」

「なるわけないでしょう！　仮にも夫になる相手とずっと顔を合わせ続けないわけにはいかないでしょうし、そんな計画危険すぎます！」

　大体、いくら政略結婚とはいえ夫婦になるということは、そういう――男女の営みだって行わなければいけないということだ。それに、アリーセ姫がすぐに見つかるという保証もない。もし彼女が見つかるまでに半年や一年かかってしまったら？　その間に相手に事が露見してしまったら？　そうなれば、第一王子だけでなく国まで騙したと大問題になるだろう。リーベだけでなく、リーゼル自身だってただではすまない。下手をすれば死罪という可能性だってありうる。そんな危険な賭け、乗れるわけがない。

　だが、相手もそんなことは分かり切っているらしい。分かった上で尚も言っているのだと苛立った言葉が返ってくる。

「なら、急な病で嫁げなくなってしまったと時期を延期させてもらうのは？」

「それはできん。この婚礼は我が国から持ちかけたこと、遅れるわけにはいかんのだ。延期などすれば、他国がハイルングとの婚礼に乗り出すだろう。どの国も、あの国の豊富な資源財源を狙っておる。せっかくこぎつけたアリーセさまの輿入れ、この機会を逸すれば我がリーベは一生他国に劣り続けるだろう」

「……」

　聞いているだけでむかむかしてくる話だ。この男は――というよりもこの国は、いなくなったアリーセ姫の心配など少しもしていない。あるのは、ただハイルングとの縁が切れてしまうことへの心配と不安だけ。まるでチェスの駒をひとつ失くしてしまっただけかのような物言いだ。そこには人間としてのアリーセ姫の価値は見受けられない。

（アリーセ姫が逃げ出したのも分かる気がするわ。……まあ、〝あの男〟の命令することだもの。自分の娘とはいえ、軽く見るのは当然といえば当然かもしれないわね）

　そんな姫のことを可哀想には思う。思うが、それとこれとは話が別だ。命を懸けてまで、自分がそんな危険な計画に荷担する謂われはない。

「お断りします。私にはできません」

　この答えは当然のはずだ。だが、使者はそれを予想していたようでまったく引く気配がない。

「いや、やってもらおう。そなたには断る権利はないのだから」

「……！」

「あのとき、約束したであろう。この国のため――そして国王のため忠誠を誓うと。その誓いを違えるつもりか？」

「っ！」

　苦い記憶がよみがえる。あのとき流した涙の塩辛さも、飲み込んだ悔しさも忘れてはいない。そして、無理矢理誓わされたその言葉も。唇を噛み睨みつけるリーゼルに、これで話は終わりだとばかりに使者は背中を向けて玄関のドアを開けた。

「明朝迎えを寄越す。必要なものは全てこちらで用意する故、何も心配せぬように。それでは、邪魔をしたな」

　ドアが閉められ、静かになった部屋にひとり残される。きつく握りしめた拳は白く色を無くしていた。

「心配せぬように……ですって？　心配しかないわよ！」

　叫んだ声に答える人はいない。目の前がじわりと滲んで、室内の景色が二重に見える。おぼつかない足取りでふらふらと椅子に座り込み、部屋の隅にある棚の上へ視線を向けた。

「どうしよう、お母さん。私……大変なことになっちゃった」

　棚の上に飾られた母の写真はいつもの通り優しい笑顔を返してくれるだけで、リーゼルは深くため息をついた。






　――それでも、時間というものは止まってはくれないもので。

「おお、アリーセ姫。遠路はるばる、よくぞ参られた」

　豊かな髭を蓄えた顔に人好きのする笑顔を浮かべ歓待してくれたハイルング国王に深々と頭を下げながら、リーゼルはそっと周囲に視線を走らせた。

（とりあえず、今のところは問題なさそう）

　ひとまず周りの目に疑惑の色はない。それに安堵をしつつ、顔を上げ今度は国王の近くへ目を向ける。

　国王の隣には妻であろう女性の姿。美しく気品あるその人は、恐らく五十代手前ほどであろう国王に比べると、三十代後半ほどとまだ若く見えた。そして微笑む国王夫妻の数歩後ろに立つのは、めでたいはずの場であるのに一向に笑顔を浮かべる様子のない若い男性。紫がかった黒髪に冬の湖を思い起こさせる深い蒼色の瞳。整った顔立ちだが、仏頂面といってもよいほどの無表情と潔癖そうな雰囲気からどうにも近寄りがたいオーラを匂わせていた。

（この場にいるってことは、彼が結婚相手の第一王子……？）

　ハイルング国第一王子、アレクシス。ここに来るまでの道中、馬車の中で聞いた様々な情報をもう一度思い出す。

　年齢は、リーゼルの三歳年上で現在二十二歳。彼は前王妃のひとり息子だと聞いているから、今国王の隣に立つ人は二番目の妻なのだろう。道理で、随分と若いはずだ。

　前王妃は彼が十五歳のときに亡くなってしまったのだそうだ。現在の王妃と国王の間には王子がひとりと姫がふたりいるとのことだが、次期王位継承権はアレクシスにと既に決まっているらしい。

（リーベがどうあっても彼との婚礼を逃したくないはずよね。現国王が王位を退けば、アリーセ姫が王妃になるんだもの）

　だからこそ絶対に失敗しないように！　と口を酸っぱくして言われてしまった。昨日の正午の出発から、丸一日掛けて山を越えてここまでやってきたが、その道中ではアリーセ姫を演じるための様々な礼儀作法を短い時間の中で徹底的に仕込まれた。テーブルマナーから受け答えの仕方、礼の方法などなど、一気に詰め込みすぎてこうしている今でもすぐにこぼれ落ちてしまいそうだ。だが、これは自分のためでもある。もしも偽者だと露見してしまえば、リーゼル自身の身の破滅だ。命を失わないためにも、気を引き締めていかないといけない。

「婚礼の儀の前に、今晩姫とアレクシスの姿を皆に披露する宴を用意しておる。姫や、着いて早々ではあるが是非準備をしてはくれまいか」

「ありがとうございます、国王陛下。あの……ですが少しだけ休息をいただけませんでしょうか。ずっと馬車に揺られておりましたので、少し気分が優れなくて……」

「おお、それはいけない。宴までまだ時間がある。部屋でゆっくりと休まれるのがよかろう」

「お優しい言葉、傷み入ります」

　よかった、なんとか少しでも時間を稼げた。実際、気分が優れないというのは嘘ではない。ハイルングの領土に入ってからというもの、ずっと気を張り続けていたのだ。このまま宴になど出席しては、いつぼろが出るかもわからない。わずかでもひとりになる時間を作って気を休めたい。

「では、アリーセ姫。ご案内いたします、どうぞこちらへ」

「ありがとうございます。……？」

　歩み出てきた兵に促されその場を辞そうとしたとき、ふと視線を感じて顔を上げる。見上げた先には、じっとこちらを見つめるアレクシスの姿があった。相変わらず表情の読めない彼の目は、ただリーゼルに注がれている。

（これから自分の妻になる女をただ見ている……って感じの目じゃないわよね。ばれてる……？　まさか、彼はアリーセ姫に一度も会ったことがないって話だもの。気にしすぎかしら）

　それでも、視線が合っている以上このまま逸らすのも変だ。従者に言われていた通り、アリーセ姫らしく恥じらった様子で俯き気味に微笑み、謁見の間からしずしずと下がった。

　案内された先は、とても豪奢な部屋だった。一目で一級品と分かる調度品に、ふわふわと柔らかそうな寝具の掛かった天蓋付きの大きなベッド。広い窓から柔らかな陽光が入り込む、隅々まで掃除の行き渡った清潔な空間。これまで自分が住んでいた平屋建ての家よりもこの部屋一室の方が広いかもしれない。これからはこの部屋が自分の私室になると説明されて、顔には出さないまでも驚いてしまった。

　兵が下がりひとりになると、リーゼルはようやく緊張を解いて大きく息を吐き出す。

「つ……疲れた……！」

　このままベッドに倒れ込みたい衝動を抑え、ドレスが皺にならないよう注意しながらそっと椅子に腰を下ろす。安定の悪い細いヒールで立ち続けていた足の疲れがじんわりとほどけていくのが分かる。

　壁に取り付けられた大きな姿見に映る自分の姿を改めてまじまじと見つめ、頬に触れてみる。普段の自分とはまるで違っていて未だに信じがたいが、やはり間違いなく自分だ。

「メイクとかの力もあるとはいえ、似ているものねえ……」

　お姫さまの身代わりなど絶対に無理！　と思っていたが、元々の顔立ちが似ていたことが大きかったのだろう。きつくコルセットを巻かれ、婚礼用の白いドレスに身を包み、本来のアリーセ姫に近づけるためのメイクをほどこされ、ストレートだった髪にウエーブを掛けられ――そうして出来上がったのは、砂糖菓子のようにふんわりとした見た目の、立派な花嫁だった。

（これで中身が伴っていたら本当に申し分のない花嫁だったんだろうけど。とはいえ、こうして来てしまった以上はいつでもアリーセ姫と入れ替われるように彼女を演じなくちゃ……）

　それまでのことを想像しただけでげんなりしてしまうが、逃げ場はない。再び気を引き締めて気合いを入れたところで、不意にドアをノックされた。

「？　はい」

「休息中のところ失礼。先ほどはきちんと話もできなかったので、宴の前に一度私の妻となるあなたへ挨拶をしておきたいのですが」

（私の妻……ってことは、アレクシス王子!?　えっ、ど、どうして彼がひとりで？　でも、ここで断るのも心証悪いわよね。ええっと、うーん……仕方ない！）

　小さく咳払いをして、たおやかな声を作りだす。最初が肝心、演じ切らなければ。

「お待ちください、今お開けしますわ。……ごきげんよう、アレクシスさま。私こそ、先ほどはご挨拶ができず申し訳ございませんでした」

　ドアを開けると、そこに立っていたのはやはりついさっき謁見の間で見た彼だった。だが、先ほどとは表情が違う。不機嫌そうだった無表情ではなく、ゆったりとした微笑みを浮かべている。そのせいか人を寄せ付けない雰囲気が緩和され、リーゼルも突然の訪問に戸惑いつつも無意識に少し緊張が解けた。

（あれ？　印象が違う。なんだ、もしかして思ったより悪い人じゃないのかしら）

　いくら身代わりとはいえ、わずかの間でも自分の夫となる人だ。嫌な男よりは、もちろん人の良い男であった方がいい。

「リーベからここまでは悪路も多く難儀したでしょう。さぞやお疲れのことだろうと心配していました」

「ありがとうございます、お優しいのですね。ですが少し休めば大丈夫ですわ。では、また後ほど宴の際に……、……？」

（また見られてる……？）

　今度は先ほどよりも距離が近いから間違いない。柔和な瞳の奥で、じっとこちらを見ているのが分かる。しかもただ見ているのではない。これは――観察している目だ。

（怪しまれてる……？　ううん、まさかそんな。でも、用心に越したことはないわ）

「申し訳ございません、アレクシスさま。私、もう少し休息を……アレクシスさま？」

　そっとドアを閉めようとしたが、何かが引っかかって閉まらない。視線を床に向ければ、アレクシスの靴の爪先がドアを挟んで邪魔をしている。

「あの、何か……？」

「いや、失礼。ひとつ、どうしても伺っておきたいことがあったので」

「なんでしょう？」

「何故、本物のアリーセ姫はこちらにいらっしゃらないのですか？」

「!?」

　一瞬にして血の気が引いた。今、彼は何と言っただろう。にこりと笑みを浮かべたアレクシスの目に、冷たいものを感じる。うろたえたせいでドアノブを掴む手から力が抜け、閉じかけたドアは彼の手によって再び大きく開かれてしまった。

「こんなところで立ち話をしているのも大変でしょう。本当にお疲れのようだ、顔色が悪い。中でゆっくり話をしようじゃありませんか。……私たちは、これから夫婦になるのですから」

　一分の隙もない完璧な笑顔ですらすらとそう言って、アレクシスは室内に入り込んでしまう。ようやく我に返ったリーゼルは慌てて廊下の左右に視線を走らせると急いでドアを閉めた。

　速い鼓動音が耳奥でうるさく響く。恐る恐る振り返れば、彼は既にくつろいだ様子で椅子に座っていた。こちらと視線が合うと、先ほどまでの柔和な微笑みとは違う底意地の悪そうな笑みを唇の端に乗せて緩やかに片手を上げた。

「……どうして……」

　からからに乾いた喉から、どうにかその言葉を絞り出す。彼の前に顔を出してからまだ一時間と経っていない。ばれるような事態はまだ一度もなかったはずだ。それなのに、何故アレクシスはこちらが本物のアリーセ姫ではないと分かったのだろう。

　しばしの間、室内に沈黙が落ちる。やがて、それを破ったのはアレクシスの可笑しげに噴き出す音だった。

「嘘の下手な女だな。そんなに分かりやすい態度じゃ、俺でなくともすぐにばれているところだったぞ」

「……え、え？」

「おまえみたいな奴を身代わりに選ぶなんて、リーベの連中はどうかしているのか。それとも、よほど人手がなかったのか」

「な、なんのことでしょう。身代わりだなんて、私は本当にアリーセ姫で……」

「今更取り繕っても無駄だ。あんなに分かりやすく顔色を変えておいて。今だってそんなに強張った顔をして、嘘もつけていないぞ」

「……」

　やはり無理があったか。今ならまだ誤魔化せるかと一縷の希望を持ってみたのだが無駄だったようだ。指先の震えを隠すように強く拳を握って、リーゼルはこくりと唾液を飲み込む。

「……どうして、私が偽者だと？」

「かまを掛けただけだ」

「は？」

「違和感はあったが、確証はなかった。だから試してみようかと。そうしたらものの見事に引っかかった」

「っ！」

　騙された！

　だが、違和感があったというのは一体どういうことなのか。無言のままアレクシスの次の言葉を待っていると、彼もこちらの疑問を察した様子で話し出す。

「恐らく、俺と姫は一度も会ったことがないと聞いていたのだろう。だが、実際は一度だけ会ったことがある。……とはいえ、会ったといっても向こうは知らぬだろうから、正確には見たことがある、だが」






　数年前。父王たちが他国への公務で不在だったときに、アレクシスは一度だけリーベに数名の供だけを連れて出掛けたことがあった。その日はちょうど作物の豊穣を祝う収穫祭であったようで、国内には多くの人がいたから紛れるのにはちょうどよかった。自国での堅苦しさから抜け出し祭を楽しんでいると、やがて聞こえた鐘の音と共に、城から張り出したバルコニーへ王家の人間が顔を出した。国王に王妃、そしてその陰に隠れるようにして立つ、まだ幼さの残る姫。

　将来彼女との縁談があるかもしれないというのは小耳に挟んでいた。だから注意深く見てみたものの、愛らしい顔をしてはいるが、ただそれだけの娘に見えた。従順そうで妻にするには適していそうだが、共に過ごすには退屈そうな娘。彼女は居心地悪げに少しだけ顔を上げると、すぐに奥に引っ込んでしまった。

（……まあ、下手に気の強そうな女よりはましだな）

　残った印象はそれくらいだった。その後しばらくして、父王からアリーセ姫との婚礼が決まったと言われたときも大した感慨はなかった。






「ところが今日来た姫を見てみると、どうも印象が違う。風貌は確かに記憶の中の姫に似ていたが、眼差しや態度に違和感があってな。……そうだな、強いて言うなら」

「言うなら……？」

「慎み深さが足りなかった」

「！」

　あまりにはっきりとひどいことを言うものだ。むっとしたが、確かに自分でも分かっているから言い返せない。

（つい昨日までただの庶民だった女が、いきなりお姫さまの慎み深さを習得できるはずないでしょうが！）

　相手の預かり知らぬこととはいえ、腹が立つ。思わず睨んでしまったリーゼルに、アレクシスは小馬鹿にしたように笑った。

「そんな顔も、本物のアリーセ姫ならしないだろう。本当に出来の悪い偽者だな」

「うっ」

「さて、それはそうと。俺だけでなく国まで騙そうとは、なかなか大それたことをしたものだな。よほどの事情があったのだろうが、こんな茶番に乗るとはおまえも愚かな女だ。一体何を報酬に引き受けたんだ？　金か？　それとも地位か。もっとも、こうもすぐに見つかってはそれらも全て手には入らないだろうがな」

「……っ」

　呆れ果てた口調に、顔に血が上っていくのを感じる。自分だって、こんな計画無理があることは重々承知の上だ。やりたくてやったわけではないし、ましてや報酬などあるはずもない。

（……何よ、皆勝手なことばかり言って。私はやりたくないって言ったのに、無理矢理引きずり出して）

　ずっと胸の奥で渦巻いていたリーベへの怒りも全てない交ぜになって一気に込み上げてくる。どうせもうばれているのだ、きっと自分にはこの後ひどい罰があるに違いない。それならば、いっそ言いたいことは全て言ってやる。

「……によ」

「ん？」

「何よっ、もう！　こんなこと自分から進んでやるわけないでしょう！　報酬？　そんなものないわよっ！　やらざるを得ないから無理矢理引き受けさせられたの！　私だって来たくて来たんじゃないわ！」

　叫んでいるうちに感情が高ぶって、目の前が滲んでいく。泣いたりすればメイクが崩れてしまうが、知ったものか。

「いいわよ、もうばれたんだもの。煮るなり焼くなり好きにしなさいよ！　あー、もうっ！　十九年生きてきて今日が最大の厄日だわ！　ごめんねお母さん、もうすぐ側に行きます！」

「ま、ちょ、馬鹿！　大声を出すな！」

　耳に届いた焦り気味の声が意外で、思わず口をつぐむ。それとほぼ同時に大きな手のひらで口元を押さえられ、瞬間息ができなくなる。

「ん、うぐっ」

「一度落ち着け。いいか？　大声を出すな」

「んぐ」

「分かったのか？　分かったなら頷け」

「ん、んん、ん」

「よし」

　こちらの返事を確認して、ようやく手が離れた。新鮮な空気を吸い込んでいると、乱暴にハンカチを渡される。

「まずは顔を拭け。見苦しくて話を続ける気が失せる」

「……見苦しくて悪かったわね」

　文句を言いながらも、ありがたくハンカチを使わせてもらう。姿見に映った顔を見ると、まだ泣いた量が少なかったのか幸いそこまでメイクは崩れていなかった。

「まったく。勝手に早合点をするな、迷惑な奴だな。俺は別に、それを責めに来たわけじゃない」

「え？」

「おまえが偽者であろうとなかろうと、俺にはどうでもいいんだ」

「……？」

　一体どういうことだろう。わざわざひとりでそれを言いに来たのだから、てっきり騙したことを怒っているのかと思ったのに。わけが分からない、というリーゼルの気持ちを表情から察したのか、アレクシスは口元を歪めて笑う。

「誰であろうと、俺は〝妻〟になる女がいればいいんだ。どこの国の、どこの誰でも構わない。どうせ誰になろうとこれはただの政略結婚だ。互いに好意もない以上、〝妻〟という存在がいればそれで事足りる」

「誰でも、って……」

　そういうものなのだろうか。眉を寄せたリーゼルには構わず、アレクシスは言葉を続ける。

「もしここでおまえが偽者だということが他の人間にばれれば、また他の姫との縁談だ。おまえやリーベがどうなろうと知ったことじゃないが、正直また縁談をやり直して長い時間かけて妻を決めるのは俺が面倒なんだ。それをするくらいなら、知らぬ振りでいた方が楽だ」

「……つまり、見逃してくれるってこと？」

「おまえがきちんと〝妻〟としての役割をアリーセ姫の代わりにこなしてくれるのならな。もちろん、父王や他の人間には絶対にばれないようにだ」

「……」

　断れるはずがない。こうなった以上、それしか道はないだろう。観念して頷いたリーゼルに、アレクシスが満足そうに笑う。

「よし。俺とおまえは今この瞬間から共犯だ。おまえ、名前は？」

「……リーゼル」

「そうか。では、リーゼル。まずは今晩の宴から。しっかり演じきれよ、〝花嫁殿〟」

「……うう」

（助かった、けど……なんだか余計大変なことになっちゃった……）

　ほんの数日前まで、こんな事態になるなど予想もしていなかった。はたして、アリーセ姫が見つかるまで自分は本当に生きていられるのだろうか。のし掛かる重圧と憂鬱さに、リーゼルは肩を落とし深く息を吐いた。






「やあ、これはお似合いのおふたりだ。国王陛下もこれでご安心でしょうな。アレクシスさま、本当に美しい奥方で羨ましい」

「ありがとうございます。彼女の夫として恥じぬよう、私もこれから一層精進してまいります」

　列席者と和やかな会話を交わすアレクシスの隣で、引きつりそうになる顔をどうにか微笑みで誤魔化す。本物のアリーセ姫を知る人間はこの宴の中には出席していないようだが、用心に越したことはない。恥ずかしがる仕草で俯きがちに微笑み、言葉少なに応対をしていればあとはアレクシスが会話を次いでくれた。

（ある意味、彼にはばれてよかったかも……。こんな状況、ひとりでやりきるのは無理があったわ）

　最低限のマナーはハイルングまでの道中で仕込まれたとはいえ、こんな大々的な宴に出席するのは初めてだ。ましてや、ゲストではなくホスト側だなんて。

　今夜の主役である以上、隅に引っ込んでいるわけにもいかない。挨拶をしてくる列席者はひっきりなしにやってくるから、その都度相手をしなくてはならなかった。

「――では、また。……おい」

「え、あ、はいっ」

　小声で囁かれ、はっと我に返る。横を見れば、思いがけず近い位置にアレクシスの顔があった。思わず距離を取ろうと引いてしまった腰を、力強い手に引き寄せられる。

「！」

「あまりびくびくするな、却って怪しまれるぞ。それから、一応夫婦という間柄なんだからそう離れようとするな」

「ご、ごめんなさい。でも、その……」

「なんだ？」

「あ、あまり慣れてないのよ。異性と近づくのって」

「……ああ。なんだ、おまえ処女か」

「ちょっ！」

　小声とはいえ、宴の席で何ということを言うのか。瞬時に顔を染めたリーゼルに、アレクシスはむしろ不思議そうに首を傾げる。

「違うのか。そういうことだろう」

「そ……っ、そんなのどうでもいいじゃない！　そうじゃなくて、私はその……男の人が好きじゃないの！」

「……女が好きってことか？」

「違う！」

　どうにもかみ合わない。苛立ちに危うく声が大きくなりそうになって慌てて声量を下げる。幸い、演奏の音に遮られてこちらの会話に耳を傾けている人間はいなかった。

「まあ、おまえの性癖はどうでもいい。とにかく、周囲から訝しがられることだけは避けたい。きちんと自分の役割を演じ切れ」

「わ……分かってます！」

　覚悟を決めねばいけない。どんなにデリカシーがない人間であっても、彼は今の自分の〝夫〟だ。体の力を抜き、アレクシスに凭れるように身を委ねる。こうすれば、少しは仲睦まじく見えることだろう。

　そうしてまた数名の列席者と会話を交わしていると、ふと背後から声を掛けられた。その声に、アレクシスは気安い様子で振り返る。

「ああ、サーシャ」

（サーシャ？　うわ、綺麗な人……！）

　同じように振り返り、思わず視線を奪われる。そこにいたのは、艶やかな黒髪の線の細い男性だった。傍らのアレクシスも整った顔立ちをしているが、彼とはまた違うタイプの美形だ。ほっそりとした長身だからか、あまり男性らしい力強さはない。髪と同じ黒色の瞳は涼やかで、不思議な魔力でも持っているかのように引き寄せられる。

「初めまして、アリーセさま。サーシャと申します。アレクシスとは昔からの友人なんですよ」

「初めまして、サーシャさま」

（あれ。声は意外と高い……というか、これは男性の声じゃない……？）

　戸惑いが顔に出ていたのだろう、サーシャがくすりと笑みをこぼす。

「失礼、このような格好をしていると紛らわしいでしょうね。この通り男の格好をしてはおりますが、性別はあなたと同じなんです」

「まあ……！　あの、ごめんなさい、私気が付かなくて」

「いえ、混乱させてしまい申し訳ない。ドレスを身につけるのはどうも性に合わなくて、こういった格好をしている方が楽なのですよ」

　微笑みを浮かべると、途端に人なつこい雰囲気になる。きっと彼女を慕う人間は多いのだろう。リーゼル自身、初めて出会ったというのに既に半分心を許しそうになっている。と、隣で小さく咳払いする声が聞こえた。

「おや。どうやらアリーセさまの旦那さまは嫉妬深いようだ。だめだよアレクシス、他の男と話しているだけで焼きもちなんて焼いちゃあ」

「おまえは男じゃないだろう。……それより、他にも挨拶に行く人間がいるんじゃないのか。こんなところで油を売ってないで行ってこい」

「はいはい、失礼しました。では、アリーセさま。今度、お茶でもご一緒いたしましょう」

　にっこりと微笑み、サーシャは軽やかな足取りで列席者の中に消えていった。歩く姿さえ優雅な彼女の後ろ姿を、周囲の女性陣もうっとりした目で見送っている。

「……あいつは結構鋭いところがあるからな。見破られかねない、気を引き締めておけよ」

「わ、分かったわ」

　確かに、頭の良さそうな人だった。次にまた会うときは注意しなくては。そう心に決めて、リーゼルは再び他の列席者との挨拶に戻っていった。






「つ……疲、れた……」

　夜。長かった宴が終わり、ようやく部屋に戻って一息つく。ずっと自身を戒め続けていたコルセットも高いヒールの靴も脱ぎ捨て、用意されていたナイトウェアに着替えベッドに倒れ込む。ただ寝るだけにしては少々フリルの飾りが多い気もするが、それでも先ほどまで着ていた窮屈なドレスよりははるかに楽だ。

「もう今夜は……とりあえず何も考えずに眠りたい……」

　昨夜は気を張っていたのもあってあまり眠れていない。その分の眠気が、気が緩んだ今になって急激に襲ってきている。ふんわりと肌触りの良い寝具が余計にその睡魔を加速させている。

（ああ……もうこのまま……）

　ゆっくりとまぶたが降りる。だが、それが完全にくっつきそうになったとき、不意にドアをノックされた。

「っ！　は、はい？」

「アリーセさま、失礼いたします。ご準備をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「準備？」

　一体何のことだろう。訝しみながらドアを開けると、メイドがひとり立っていた。

「湯浴みの支度が整っておりますので、ご案内いたします」

「あ……は、はい」

　本当は湯浴みなどせずにこのまま眠ってしまいたいのだが、そうはいかないだろう。メイクも落とさなければいけないし、体の汚れも落とさねばならない。ここで嫌だと断れば怪訝に思われてしまうに違いない。そう自らを納得させて、眠いのを我慢しながら付いていく。――だが、しかし。

（あ……あれー？）

　到着した先にあったのは、ただの湯浴みではなかった。案内してくれたメイド以外にもうふたりほどが待機しており、温かな湯の他に様々なものが用意してある。

　その後はもう、彼女たちのなすがままだった。こちらが断るのも聞かず体を洗われ、綺麗になった肌に今度は隅々まで薫り高い香油を塗り込まれる。そしてナイトウェアを着直すとせっかく一度落としたメイクを今度は先ほどよりも少し薄付きに施され、緩やかに髪をまとめられた。……これからただ眠る、という装いには到底見えない。

「あ……あの」

「お待たせいたしました。ご準備が整いましたので、ご案内いたします」

「ご案内、って」

　部屋に戻るのではないのか。尋ねる間もなく、再び別の部屋へと案内される。夜の更けた廊下に人通りはなく、ふかふかとした絨毯の上を音もなくメイドが先導していく。

　――やがて、ひとつの部屋の前でメイドの足が止まった。重厚なドアをノックすると、中から聞き覚えのある声で応えがあった。

（えっ、ここってまさか……！）

「それでは、おやすみなさいませ」

「あ、あの、待っ……！」

　メイドに促され、室内に押し込まれてしまう。ぱたん、とドアの閉まる音を背後に聞きながら、目前を凝視する。自分が与えられた部屋よりさらに広い室内にいたのは、やはりアレクシスだった。

「遅かったな」

「ど、どうして……！」

「どうしても何も、当たり前だろう。嫁いできたのだから、今夜が初夜になるのは」

「しょ、初夜!?」

　そういえば、うっかりしていた。確かに、夫婦であればそれが当然かもしれない。だが、それは普通の夫婦であればの話だ。共犯関係とは言われたが、自分はあくまで偽者。そういったことをするつもりは毛頭なかった。

「つ、妻の役割ってそれも含まれるの!?」

「だからでかい声を出すなと言うのに。……というか、宴のときから気になっていたが、おまえは俺に対してなかなか態度がでかいな。そんな言葉遣い、アリーセ姫はしないだろうに」

「そんなの知らないわよ。かま掛けるなんて卑怯な手を使う人には敬語なんて使えません」

「自分のことは棚に上げてよく言えたものだ。まあいい。それはそうと、身代わりとはいえ〝妻〟である以上本来は当然それも含まれる、が……」

　一旦言葉を切り、アレクシスがじっとリーゼルを見つめる。頭から足先まで複数回往復させて視線を向けていたかと思うと、やがて小さなため息が聞こえた。

「……色気がないな」

「なっ！」

「おまえを抱いても面白くなさそうだ。抵抗して暴れそうだし」

「あっ、当たり前でしょ！」

「それに、処女は面倒なんだ。前戯に時間も掛かるし、痛がるし、余計な手間が多い」

「～～っ！　あ、あなたって本っ当にデリカシーのない人ね！　口も態度も悪い！」

　あまりの言い草に激高したが、「お互いさまだろう」と意地悪い笑みが返ってくる。

「とりあえず、今夜はこの部屋を出ていくわけには行かないだろう。それこそ、何か問題でも起きたのかと勘ぐられる」

「……っ。じゃあ、どうしたらいいの？」

「ここで寝るしかないだろう。幸い、ベッドは三人寝ても充分なほど広さがあるからな」

「あなたと同じベッドで寝ろって言うの!?」

「別にソファで寝ても構わないが。眠るのならベッドの方が体は楽だと思うぞ。その様子を見るに、随分と眠そうだからな。一応言っておくが、ここは俺の部屋だからベッドは譲らない」

「うう……」

　彼の言う通り、ベッドは広い。隅に寝たとしてもアレクシスとは触れ合わずに済むだろう。それに、柔らかそうな寝具には今のリーゼルを引き寄せる強い力がある。

「……ぜ、絶対に何もしないでしょうね」

「おまえに手を出すほど不自由はしていない。自意識過剰も大概にしろ」

　ばっさりと切り捨てられて顔が赤らむ。だが、今はその言葉を信じるしかない。

「お、お邪魔します……」

　おずおずとベッドに潜り込み、隅で体を小さくする。寝具に頭まですっぽり埋もれていると、やがて室内の明かりが消されベッドの反対側が軋む音がした。瞬間鼓動が跳ねたが、先ほどの言葉通りアレクシスがこちらに近付く様子はなかった。

（よ、よかった……って、これじゃまた自意識過剰だって言われる）

　ともかく、今日は疲れた。温かな寝具にくるまっているうちに、一度は遠ざかった睡魔が再び戻ってくる。せっかく体に塗り込んだ薔薇の香りの香油も薄化粧も全て無駄になってしまったが、そんなものはどうでもよかった。まぶたを閉じると、上下が接着されたようにぴたりとくっついてしまう。――だめだ、もう眠い。

　すう、と意識が遠のく。数分もしない間に、リーゼルの意識は深く眠りの淵に落ちていった。
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　――変な女だな。

　背後から聞こえてきた寝息を認めて、アレクシスは内心で呟いた。確かに何もしないと言ったが、本当に信用してこうも無防備に眠ってしまうとは。

（こんな面倒そうな女、俺は手を出さないが。他の男なら、これ幸いと襲うだろうに）

　処女だから、そういったことに疎いのだろうか。だがその割には「男が嫌い」だと言い放って触れさせるのを拒む用心深そうな一面もあった。

（……いや、用心深ければそもそもこんなところにはいないか）

　謁見の間で初めて顔を上げたとき、その違和感を怪訝に思ったものだ。記憶の中のアリーセ姫とはどうも違う、なんともいえない引っかかり。何気ない風に装っていても、緊張しているのは丸分かりだった。恐らく周囲には恥じらいからくるものと見えていただろうが、アレクシスには恥じらいというよりも怯えているように見えた。だが、あのときにはまさかこんなに気の強い性格だとは思わなかった。

（好きでこんなことをしているわけじゃないと言っていたが……そういえば理由を聞くのを忘れていたな。まあ、どうでもいいか）

　あくまで、〝妻〟というものがいればいいのだ。それが誰であろうと――偽者の姫だろうと関係ない。要は周囲を納得させておければ何だろうと構わない。極端に言えば、意志を持たない人形だって構いはしないのだ。抱きたいと思えば、妻以外の女だって不自由はしない。柔らかく抱き心地のよい体さえあれば、性欲の処理には事足りる。これまで女を抱いて快楽を感じたことはあっても、愛おしさを感じたことは一度たりともなかった。相手に望むのは、面倒くさくない割り切った感情と従順さ。妻となる女にも、自分に従う人形のような従順さを求めたい。――とはいえ。

「こいつは、恐らく人形のようにおとなしくはしていないだろうな……」

　まだほんの半日ほど過ごしただけだが、本物のアリーセ姫のような大人しい女ではないだろうことは容易に感じ取れた。アリーセ姫が見つかるまでの間、少々難儀しそうだ。

　まあ、いい。無事に演じ切ってくれれば問題はないのだから。つまらなげに欠伸を噛み殺し、目を閉じる。背後から聞こえてくる規則的な寝息に引きずられるように、アレクシスはゆっくりと眠りに落ちていった。
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　穏やかに降り注ぐ陽光、色とりどりに咲く美しい花々。城の敷地内にある薔薇園の片隅に建つあずまやで、リーゼルはカップの中の液体を一口嚥下するとほうと息を吐いた。

「美味しい。この紅茶はとてもよい香りがしますね」

　白磁のカップになみなみと次がれた琥珀色の液体からは、ふんわりとした湯気と共に仄かに林檎の香りが漂う。リーゼルの言葉に、テーブルを挟み向かい合わせに座るサーシャは表情をほころばせた。

「紅茶を淹れるときの湯に、林檎を煮出したものを使っているんですよ。本当に紅茶を愛する方たちからは邪道だと叱られてしまうかもしれませんが、私はこれが好きで。アリーセさまのお口に合ってよかった」

　ほのぼのとした会話に、ふたりで微笑み合う。昨日も一昨日も婚礼の儀やその他の公務にてんてこ舞いだったから、こうして穏やかな時間を過ごすのはとても久しぶりに思えた。

　三日前のあの宴のときにした約束を、サーシャが本気で言っていたとは思わなかった。てっきりその場限りの社交辞令かと思っていたから、今朝お茶に誘われたときは正直驚いてしまった。

　しかも、案内されたこのあずまやにはふたり分のカップや紅茶だけでなく美味しそうな焼き菓子やサンドイッチもたくさん用意されていて、その準備の良さにまた驚かされた。

（サーシャさまって、まめな方なのね。それに、同じ女性なのに女性へのエスコートがすごくスマート）

　花園に着くまでの間、こちらが少しでも躓きそうになると手を取って歩いてくれたり、椅子を引いてくれたり。外見の美しさも相まって、まるでおとぎ話の中の王子さまが現実世界に抜け出てきたかのようだ。

（本物の王子はあんなに意地悪なのにねえ）

　アレクシスの顔が浮かんで、こっそりとため息をつく。まったく、サーシャの方がよほどレディファーストを徹底している。……もっとも、そもそも彼女自身が女性なのだが。

（私相手じゃ礼儀を尽くす気も起きないっていうことかしら。まあ、当然よね。私は所詮お姫さまの身代わりだし！）

「アリーセさま？　どうかなさいましたか？」

「えっ。あ、いえ。何でもありませんわ。わあ、このフルーツタルトも本当に美味しい！」

　どうやら一瞬苛立ちが顔に出てしまっていたらしい。慌てて姿勢を正し、表情を取り繕う。サーシャは鋭いところがあるとアレクシスが言っていた。彼女に怪しまれてしまっては大変だ。

　幸い、サーシャは特に不思議には思わなかったようで、にこりと微笑むと言葉を続けた。

「アリーセさまがよい方で本当によかった。アレクシスがついに奥方を娶ると聞いたときは、どんな方がいらっしゃるのだろうと気になっていたんです。ですが、あなたならアレクシスと仲睦まじく過ごしていただけそうだ」

　慈しむようなその口調は、母親のように優しかった。アレクシスと同い年だと聞いているが、その落ち着きも相まって彼の姉のようにも見えてくる。

「サーシャさまとアレクシスさまは、長いお付き合いだと伺いました。小さい頃からお友達だったのでしょう？」

「さまだなんて、私のことはどうぞサーシャとお呼びください。ええ、私の父がアレクシスの剣の師範を務めておりました関係で、そうですね……もう十八年近くになるでしょうか。彼の横で、私も剣を振るったりなどして。ふふ、これでも父には筋がよいと誉められたのですよ」

「そうだったのですか。お父さまは、今も師範をなさっていらっしゃるのですか？」

　カップを両手で包みながら尋ねると、サーシャの瞳がわずかに翳り口元に寂しげな笑みが浮かぶ。

「いえ、父は……四年前に他界しました」

「！　それは……ごめんなさい、辛いことを聞いてしまって」

「構いません、お気になさらず。母は私を産んだ際に産後の肥立ちが悪く亡くなってしまっておりますので、父の死後は国王陛下の温情でアレクシスの警備係として置いていただいているのです。もっとも、警備係とはいっても実際剣を振るう機会などそうはないのですがね。暇を見つけてはアレクシスのチェスの勝負相手になったり、こうしてのんびりお茶を飲んだりと、気楽なものです」

「まあ。ふふっ」

　思いの外砕けた口調で語る彼女の気安い様子に、心がほぐれる。きっと、誰に対してもこのように接するから人が集まってくるのだろう。まだ数日だが、城内でサーシャに対する悪い印象を聞いたことがない。

「ですから、アレクシスは昔から知っている分、特に大切なのですよ。そんな相手ですから、奥方は彼を幸せにしてくれる方だといいなとずっと思っておりました」

「……、……あの、サーシャさま」

「さまは要らないと申しましたでしょう？」

「では、サーシャ。そのう……」

　もしかして。大切な相手、というのはつまり――恋愛感情を含んだものなのだろうか。そんな疑問が浮かんだが、はっきりと言葉にして尋ねるのはいささか気まずい。口ごもったこちらの歯切れの悪い口調から言いたいことが伝わってしまったのか、サーシャは破顔し声を上げて笑った。

「ああ、ご心配なく。アレクシスに恋愛感情などまったく持ってはおりませんので」

「！　あ、あの、それは、その……ご、ごめんなさい」

「いえいえ、アリーセさまは本当にお可愛らしい。大丈夫ですよ、言ったでしょう？　付き合いが長いと。小さい頃から知った相手ですから、良い面も悪い面も嫌と言うほど分かっているのですよ。少なくとも、私は彼を恋愛相手とは見られませんし、向こうもそうでしょう。それに」

　そこで一旦言葉を切って、サーシャがテーブルに身を乗り出す。陽光を反射させて濡れたように輝く黒色の瞳が、はっとするほど艶めかしい。

「この格好から見ても分かっていただけるように、私はどちらかというと女性ではなく男寄りの心なのですよ。ですから、無骨で粗暴な男性よりも花のように愛らしく美しい女性の方が好ましいのです。……たとえば、あなたのような」

「え、ええっ!?」

　艶やかな瞳で見つめられて、思わず声が上ずってしまった。頬を染め言葉を無くしてしまったリーゼルに、やがてサーシャが悪戯っぽく笑う。

「ふふ、冗談ですよ。ですが、アリーセさまを好きなのは本当です。とはいえ、友愛としての好き、ですが。アレクシスの奥方であることを抜きにしても、是非お友達になってくださると嬉しいです」

「は、はい。それは、もちろん……っ」

（び、びっくりした……っ！）

　冗談だと告げられても、なかなか鼓動が平常に戻ってくれない。それほどに破壊力のあるときめきだった。

「おっと、あまりあなたを独占しているとアレクシスがまた焼きもちを焼いてしまいそうだ。名残惜しいですが、今日はこの辺りにいたしましょう。アリーセさま、よろしければまたお時間のございますときにお茶にお付き合いください」

「もちろんですわ、こちらこそ是非。ありがとうございます、楽しい時間でした」

　サーシャの笑顔に見送られ、城内へ戻る。自室へ帰ろうとした廊下の曲がり角で、聞き慣れた声に呼び止められた。

「アリーセ。ちょうどよかった、ちょっと部屋に来てくれないか？　昨日言っていたものが用意できたんだ」

（う……）

　振り向かずとも誰か分かる。だが、無視をするわけにはいかない。意識的に微笑みを作って振り向くと、そこにいたのは案の定アレクシスだった。彼も自分と同じく〝優しい夫〟の表情を作っている。それもそのはず、彼の背後には数名の男の姿があった。彼らは確か到着した日に謁見の間でも見た、ハイルングの大臣たちだ。

「すまないが、書類に目を通すのは少し後でも構わないか？　彼女にどうしてもすぐ見せてやりたいものがあってね」

「仲睦まじくて結構なことでございますな。かしこまりました、それではまた後ほど」

　頭を下げた大臣たちに微笑み、アレクシスはリーゼルの傍まで来ると腰に手を回しリーゼルを抱き寄せる。突然のその仕草に抗議の視線を送るが、それより強い目線で「言う通りにしていろ」と脅されてしまった。離れたいのを我慢し、大臣たちの目が届かなくなるところまで笑顔のままアレクシスに身を委ねる。……そうしてようやく彼の自室に入ったところで、勢いよくその手を払った。

「おい、何をする。痛いだろうが」

「何をするはこっちのセリフよ！　急に触らないで、びっくりするじゃない！」

「あのな。一応俺たちは新婚っていう体ていなんだぞ。よそよそしくしていたらおかしいだろう。こういう様は少しわざとらしいくらいに周囲に見せておいた方がいいんだ」

「ぐ……っ」

　この国では、自分の方が圧倒的に分が悪い。文句を言いたいのを堪えてリーゼルは沈黙する。アレクシスは勝ったとばかりに鼻を鳴らし、ソファにどかりと腰を下ろした。……サーシャの優雅な動作を見た後だからか、余計に粗暴さが目立つ気がする。

「……それで、昨日言っていたものって？」

「は？」

「さっき言ってたじゃない。昨日言っていたものが用意できたって」

「ああ。あんなもの、方便だ。朝から拘束されていい加減あいつらの顔を見るのも飽きてきていたんだ。そんなときに、ちょうどおまえがいたから利用させてもらった」

　気のない様子で話しながら、アレクシスが柔らかいソファの背もたれに全身の体重を預ける。天井を振り仰ぎ大きくため息をつく彼は、とても疲れているように見えた。

「……随分お疲れの様子ね」

「これでも色々と仕事があるんだ。父の手伝いやら、俺自身の執務やらな。目を通さなきゃいけない書類も山のようにあるし、さっきみたいに大臣が何人もくっついて歩いてきて鬱になる。おまえみたいに優雅に花を眺めて茶菓子を摘みながらお茶をする、なんて時間はないんだ」

「なっ、見てたの!?」

「たまたま窓から見えたんだ。まったく、羨ましい限りだな」

「な、何よ。あなただって、サーシャとチェスで勝負したりしてるんでしょ。少しも空いている時間がないわけじゃないでしょうに」

「そんなの、ごくごくたまにだ。……はあ、おいリーゼル」

　顔を上げ、アレクシスがこちらに向かって手招きする。あからさまに嫌な表情を浮かべてみるが、あちらも諦める様子はない。結局、折れたのはリーゼルの方だった。

「……なあに？」

　近づいていくと、伸びてきた指に手首を掴まれた。引っ張られるままソファに座れば、何の声掛けもなくアレクシスがリーゼルの太ももの上に頭を載せてきた。感触を確かめるように少し頭を左右に動かした後、収まりのよい場所が見つかったらしく満足げにまぶたが閉じられる。

　至極当然と言わんばかりの、流れるように自然な動作に束の間思考が停止してリーゼルは黙ってその頭を見上げる。だが数秒の後ようやく状況を把握して頬を染めた。

「な、何してるのよ！」

「何って、膝枕だろう」

「そういうことじゃなくて！　どうしてこっちの許可も得ずにするのかってことを言ってるの！」

　何故そんな、まるでこちらの聞き分けがないように言われなければならないのか。無理矢理立ち上がろうとすると、寝転がったまままぶたを上げたアレクシスと視線が合った。

「許可を取る必要があるか？　疲弊した夫の疲れを癒すのも妻の役目だろう。俺はおまえに〝妻としての役目をきちんとこなすように〟と言った。もちろん覚えているな？」

「っそれは当然覚えているけど！　それとこれとは話が……っ！」

「違うか？　違わないだろう。まったくおかしいところはない。理解したら、おとなしく枕になっていろ」

「～～っ！」

　腹立たしい物言いに、却って何も言えなくなる。再びまぶたを閉じたアレクシスは、長く重い息を吐き出した。……どうやら、本当に疲れているらしい。

「私、いつまでこうしていれば……？」

「俺がいいと言うまで動かずにこのままいろ」

「……」

（いちいち偉そうなんだから、もう。……でも、疲れているのは確かみたいだし。少しくらい我慢してあげるか）

　仕方なく、リーゼルも息をついて体の力を抜く。柔らかなソファにふたり分の体重が沈んでいくのを感じる。

「……そういえば、さっき」

「え？」

「サーシャと言っただろう。この短期間で、随分と仲良くなったようだな」

「ああ。ええ、正確には今日のお茶会で、だけど。彼女いい人ね」

「まあな。だが、頭の切れる奴だ。気取られないよう細心の注意を払えよ」

「分かっているわ。ばれたらいちばんまずいのは私自身なんだから」

「……」

「……何？」

　ふと開いたアレクシスの瞳は、何か物言いたげだった。首を傾げ言葉を促すと、しばしの間の後彼が唇を開いた。

「……あいつのことが好きになったのか」

「え？　ええ。とてもいい人だし、明るいし。今日私たち友達になって――」

「そういう意味じゃない。恋愛対象として好きになったのかってことだ」

「!?　な、そんなわけないじゃない！」

　サーシャに聞いたのと同じことを、彼に聞かれるとは思わなかった。しかも、相手は男装の麗人とはいえれっきとした女性だ。即座に否定したリーゼルに、アレクシスはいささか意外そうな顔をする。

「なんだ、おまえは女が好きなんじゃなかったのか？」

「だからっ、違うって言ってるでしょう！　私は別にそういうんじゃなくて、ただ単に男が嫌いなのっ！」

「おかしな奴だな。女が好きなわけでもなく、男は嫌いって。じゃあ一体何が好きなんだ」

「う。……それは、その。色々理由があるのよ」

「へえ？　そういえば、どうしておまえがアリーセ姫の身代わりになったのかも聞いていなかったな。暇つぶしに聞いてやる、話してみろ」

　表情からしてあまり興味を持っていなさそうだが、彼がいいと言うまで動けない以上話す他はなさそうだ。それに、取り立てて隠さねばならない事情があるわけでもない。リーゼルはまたひとつ小さなため息を落とすと、ゆっくりと話し始める。

「……私が身代わりに選ばれた理由は、アリーセ姫さまに顔が似ていることともうひとつ、絶対に断れないことを城が知っていたからよ」

　幼い頃からずっと、母と二馬力で生活してきた。だが、二年前に母が病に倒れてから日々の生活は一気にリーゼルひとりの肩にのし掛かってきた。朝早くから暗くなるまで懸命に働いても、どうにかふたり分のわずかな食い扶持を稼ぐのが精一杯。高額な母親の治療費や薬代は、どう頑張ってみても捻出できなかった。日々弱っていく母親を為すすべなく見つめるしかできないリーゼルは、ある日ついに覚悟を決めた。これだけは絶対にするまいと思っていたことだったが、背に腹は代えられなかった。

「母さんが眠っているうちに、ひとりで城へ行ったわ。ただの町娘がいきなり訪ねていったって門前払いされる可能性は高かったけど、一か八かの可能性に賭けたの」

「どうして城へ？　病だからと言ったって、一介の市民ひとりのために国が救ってくれる理由はないだろう。それとも、リーベはそんなに手厚い国なのか」

「まさか。手厚いどころか、あの国王は自分以外の人間のほとんどを下に見るような奴よ。……でも、あいつを訪ねる理由が私にはあったの」

　吐き捨てるように国王を〝あいつ〟と言い放つリーゼルの顔は、不愉快そうに歪んでいた。その激しい嫌悪を怪訝に思いながらも、アレクシスは続く言葉を待つ。しばしの間リーゼルは言葉を選ぶように瞳を揺らし、やがて言い辛そうに苦い声を発した。

「あいつは……国王は、私の父親なの」

「！　おまえ、王族の出なのか？」

「違うわ、そんなんじゃない。あいつだって、多分私が訪ねていくまでアリーセ姫さまの他に自分に娘がいたなんて知りもしなかったでしょうよ」

「……？」

　どういうことだ、と続きを要求するアレクシスの瞳に、リーゼルは気まずそうに視線を合わせ、それから顔を背けた。少し迷った気配を見せた後、重い口が再び開く。

「……母さんは、元々は城の厨房で下働きをしていたの。明るくて優しくて、すごくいい人だった」

　ふっくらと体格のよい人で、顔立ちは正直美人というよりも愛嬌があるといった言葉の方がしっくりしていたが、穏やかで常に笑顔を浮かべていて周囲を癒すオーラに溢れていた。加えて働き者ということもあって、厨房では可愛がられていたらしい。

「本来であれば、城内であっても王族の人たちとなんて出会う機会もないはずの職場よ。なのに、ある日たまたまあいつがそこを覗きに来てしまった」

　どんな運命の悪戯なのか。恐らく数年に一度あるかないかの機会でたまたま国王が厨房を訪れ、そしてたまたまリーゼルの母を見てしまった。日々数多の美女を思い通りに侍らせている国王にとって、母の姿は物珍しく思えたのかもしれない。それまで男性と付き合った経験もなく世間知らずだった母は、突然城内の木陰に引きずり込まれ――抵抗もできなかったらしい。

「一回だけよ。なのに、その一回で母さんは私を身ごもってしまった。でも母さんが妊娠に気付く前に、口止め料と言わんばかりに給金より少し多い程度の金を渡して城は母さんを追い出したの。多分、気紛れに手を出した国王がそのときだけで母さんに飽きたんでしょうね。そのまま城で働き続けていたら何か不都合なことになるかもしれないからって思ったんでしょう。……ああ、腹が立つ！」

　ひどいものだ。勝手に見初めて、勝手に手を出して、そして勝手に捨てて。母の意思などまるでお構いなしの横暴な振る舞いは、たとえ母が仕方ないと諦め許していたとしてもリーゼルには到底許せるものではなかった。

「だから、あいつには母さんを助ける理由があるはずよ。母さんの人生を狂わせたんだもの。私が娘だなんて証拠はないけれど、この顔を見れば納得すると思ったわ。だって、すごく嫌だけど――この顔はあいつによく似ているんだもの」

　母の方に似ればよかったのに。幼い頃からずっとそう思っていた。だが、母はリーゼルがそう言うと少し困ったように瞳を細めて笑うのが常だった。母さんに似るよりも今の方がずっと美人さんじゃないの、と言われたが、あんな男の面影を持って生まれてきてしまったことが嫌だった。……けれど、あのときにはその心底嫌な顔も利用するしかなかった。

「城へ訪ねていったら、すぐに相手は話を信じたわ。そりゃそうよね。こんなに似ていたし、それに同じような話は他のメイドでもよくあったみたいだから」

　国王と直接会えはしなかったが、応対した大臣は当然ながらひどく迷惑そうだった。それでも腹立たしさを我慢して頭を下げると、了承の言葉と共に条件が返ってきた。ひとつは、母の当面の治療費と薬代を工面する代わりに、今後一切追加での援助を求めてこないこと。そしてもうひとつは――。

「リーベに、そして国王に忠誠を誓うこと。これから先、もしも何かあったら必ず城の命令に従うこと。そのふたつが条件。もちろん、飲む他なかったわ」

　それで一旦は持ち直した母の体調もしばらくして再び悪化し、結局その一年後には帰らぬ人になってしまった。ひとりになったリーゼルに残されたのは、無理矢理結ばされた国王への忠誠の誓いだけ。……それがまさか、こんな役目に形を変えて戻ってくるとは思っていなかった。

「これが、私が身代わりを受けざるを得なかった理由。そして、男が嫌いになった理由よ。まあ、聞いたところであなたは何の興味も持ってないでしょうけど」

「……ふん、そうだな」

　言葉少なにそれだけ言って、アレクシスは再びまぶたを閉じる。それきりお互いに会話がなくなって、しばし室内に沈黙が落ちる。

（……いつまでこのままの体勢でいればいいのかしら）

　彼がいいと言うまでという話だったが、一向にアレクシスが起き上がる気配はない。どうしたものかと迷っていると、ふと彼の眉間のしわが気になった。こんな顔をしていては、取れる疲れも取れないだろう。休憩のときくらいはもう少し和らいだ顔をすればいいのに。思わずそのしわに指先で触れてしまうと、途端に驚いた様子でアレクシスのまぶたが上がった。

「ひゃっ。あ、ご、ごめんなさい。勝手に触ったりして」

「……額に手を当ててくれないか」

「え？　こ、こう？」

　突然の依頼に面食らいながらも、熱を計るときのようにそっと手のひらを彼の額に押し当てる。特に熱が高い気配はないが、一体どうしたのだろう。

「あ、あの……？」

「……小さい頃、母がよくこうしてくれていたんだ。久しぶりにそれを思い出した」

「え……」

　母、というのは現在の王妃ではなく、かつて正妃だったという亡くなったアレクシスの生母のことだろう。初めて聞くどこか優しげな彼の声に戸惑ってしまう。

「笑ってもいいぞ。子どもの頃と同じことをしてもらって安心するなんて。子どもじみて情けないと、俺自身がいちばんよく理解している」

「笑ったりしないわよ。誰だって多分そうでしょ」

　まさか、こんな風に弱い部分をアレクシスが見せてくれるとは思っていなかった。戸惑いながらもそう答えると、わずかに彼が笑う気配があった。

「そういうものか？　……さて、そろそろ執務に戻るとするか。こうして休んでいても結局自分に跳ね返ってくるだけだからな。もういいぞ」

　言いながら、アレクシスは体を起こしさっさと立ち上がってしまった。ずっと彼の頭の重さを受けていた太ももは、一瞬少しだけ寂しさを覚えてしまう。ひとりになってからしばらく、こんなに近い位置で誰かの体温を感じることはなかったから、そのせいだろうか。

「あ……あの、アレクシス」

　反射的に名前を呼んでしまって、次の言葉が続かず口ごもる。振り向いた彼に掛けたのは、結局無難な一言だった。

「その……お仕事頑張って」

「言われなくても、充分頑張ってる。だが、一体どうしたんだ？　そんなことを言うなんて、少しは妻らしくなってきたか」

「べ、別にそういうつもりで言ったんじゃないわ！　ああ、もう。皆あなたを待っているんでしょう？　早く行きなさい！」

　ぐいぐいと背中を押しアレクシスを追い出してドアを閉める。彼の足音が遠ざかっていくのを確認してから、大きくため息をついた。

「……私、ちょっと変になってるのかしら。一瞬とはいえ、あんな人のことを可愛く思っちゃったなんて」

　だからつい、柄にもなく「頑張って」などと言ってしまった。きっとアリーセがまだ見つからなくて少し心細くなっているのだ。それで、つい気の迷いが生じてしまったに違いない。

「たった三日でこうなるなんて。ああ、アリーセ姫さま！　お願いだから早く見つかって。そうじゃないと……私、どうなるか分からないわ」

　この気の迷いが進行してしまったら怖い。どうか一日でも早くアリーセの所在が掴めますようにと、リーゼルはありったけの信仰心を込めて神に祈った。










　――だが祈りも虚しく、月日はあっという間に過ぎてしまった。ハイルングに来て早三ヶ月、未だにアリーセの行方は知れぬままだ。

　毎日身代わりとして寝起きしていると、さすがにアリーセとしての振る舞いや城での生活にも慣れてきて。友人となったサーシャだけでなく、城内に勤める者たちの中にも顔馴染みが増えてきた。その中でも特に顔馴染みが多いのは――。

「それで、アリーセさま。今日はどちらに行くのでしたっけ」

「厨房です。料理を作っているところを見ているのが好きなの。ごめんなさいね、サーシャ。付き合わせてしまって」

「いえいえ、どうせ暇ですから。それにしてもアリーセさまは変わってますね、次期王妃さまが厨房なんかに行くなんて」

　不思議そうなサーシャに微笑んで、リーゼルは厨房への通い慣れた道を進む。先ほどたまたま出会ったサーシャは、護衛と称してその後を付いてくる。もっとも、この城内でリーゼル――アリーセに危害を加えようなどという人間は特にいなかったが。

　厨房に着くと、顔馴染みの料理人や下働きの女性たちが頭を下げてくる。既に何度も訪れているからか、特にそれ以上気にした様子もなく彼らは各々の仕事に戻っていった。

（料理を作っているところ、なんて言ったけど。本当は、ここにいるとお母さんを思いだして落ち着くのよね）

　厨房の下働きだった母は、家でもよく色々な料理を作ってくれていた。食事だけでなく、ケーキやパイ、焼き菓子といったものもどれも美味しかった。楽しげに料理をする後ろ姿を見てずっと育ってきたから、同じような背中を見るとなんだか安心するのだ。さすがに今はアリーセ姫の身代わりということで手伝わせてくれなどということはできないが、無事にリーベに帰ることができたらまた久しぶりに料理を作りたいものだ。

「……あら、これは」

　ふと、野菜洗いに精を出す少女の側のかごに気が付いて目を留めた。中には、採ってきたばかりらしい茸が山盛りに入っている。

「ああ、美味しそうですよね！　今朝仕入れたばかりの新鮮なものです。小さい女の子が売りに来て。よくあるんですよ、お小遣い稼ぎに城の外の人が売りに来るの。物もいいし、安い値段でいいって言うんで買ったんです」

「そうですか……」

　確かに、分厚く張った笠は食べ応えがありそうで美味しそうだった。茎も太いし、物はよさそうだ。だが……。

（なんだろう。何か違和感が……）

　見た目は、見慣れた食用の茸だ。リーゼルも何度も食べたことがある。それなのに目を離せない。ふと、以前母に聞いた言葉を思い出す。

　――いい、リーゼル。茸でも野草でも、自然に生えているものには気をつけるのよ。見た目がよく似ていても、全くの別物のときもあるんだから。種類によっては毒を持っているものもあるの。だから絶対気をつけて。

（そうだ。前に聞いた間違えやすい茸……あれは……）

　埋もれた記憶を掘り起こす。そして目の前の茸と合致した見分け方を思い出したリーゼルは、慌ててそのかごの中の茸をひとつ掴んだ。
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「よくご存じでしたね、アリーセさま。あれが毒茸だったなんて」

　サーシャに掛けられた言葉に、リーゼルは少し恥ずかしそうに微笑んでカップを傾ける。今日の茶会の紅茶は薫り高いロイヤルミルクティー。場所は――ちょうど時間が空いたというアレクシスもサーシャが茶会に引っ張り込んだため、彼の私室だ。

「国にいた頃に、たまたま聞いたことがあって……。でも、お料理に使う前に気が付いて本当によかったです。結構毒性の強い茸ですから。あの茸は食用のものと本当によく似ていて間違えやすいですし、小さい女の子が売りに来たと言っていましたからきっと間違えてしまったのでしょうね」

「そうですね。でも、こうなると外の人間が売りに来た食材は購入しないように厨房に徹底させないとなあ」

「……故意的かもしれないぞ」

　ぼそりと聞こえた言葉に、視線を向ける。カップをソーサーに戻したアレクシスは、厳しい眼差しで眉を寄せていた。

「故意的、って……。でも、アレクシスさま。売りに来たのは小さい女の子だと。そんな子どもが……？」

「売りに来たのが子どもでも、用意したのが誰かは分からないだろう。少し小遣いでもやれば、子どもはわけが分からずとも喜んで協力する」

「そんな……」

　そうなると、ただの間違いが途端にきな臭い話になる。真剣なアレクシスの言葉に、サーシャの表情も固くなる。

「となると、城内の混乱を狙う者がいると？　それは穏やかじゃない話だね」

「初めて知ったような顔をするな、サーシャ。おまえだって既に調べているんだろう」

「……参ったね。君にはいつもお見通しか」

「え……？」

　アレクシスの指摘は図星だったようで、サーシャは肩を竦めると申し訳なさげにリーゼルに目配せした。

「こんな話、ない国の方が珍しいだろう。ハイルングが比較的呑気な国柄とはいえ、暗殺だの謀略だの国家転覆だの、そんなことを考える奴はどこにでもいるということだ」

「まだ誰を狙っているかまでは掴めていないんだけどね。国王陛下か、君か、それとも――その両方か」

「こうなると、安心して口にできるのはおまえが淹れた茶くらいになるな」

「おや、そこまで私を信頼してくれるとは嬉しい限りだね。これからもその信頼を崩さないよう警護の務めに励むとしよう」

「何言ってる。警護の務めなんていつもほとんど果たしてないくせに」

　気安いふたりの会話に、リーゼルは入っていけない。だがとりあえず分かったのは、アレクシスが命を狙われている可能性があるということと――そして、彼とサーシャがとても信頼しあった仲だということだ。

（……あ。なんだろう、ちょっと……もやもやする）

　何とも言えない感覚が喉の奥辺りを覆って少し息苦しい。紅茶を嚥下しても治らないそれは、どうやら精神的なもののようだ。

「何はともあれ、警戒しておくに越したことはない。サーシャ、何か分かったらすぐに伝えろよ。俺はそろそろ執務に戻る」

「かしこまりました、アレクシス次期国王陛下。さてと、それじゃあお茶会はこれでお開きか。すみませんアリーセさま、片づけますね」

　部屋を出て行ったアレクシスを見送り、サーシャは使い終わったカップや食器を準備の際に使った銀色の台車に乗せていく。その手を引いて、リーゼルは彼女に声を掛けた。

「サーシャ。あの、さっきの話は……」

「アリーセさま、恐ろしい話をお聞かせしてしまってすみませんでした。ですが、ご安心ください。既に調査は進めていますから」

「ということは……やはりこの城内の方たちの命を狙っている方がいると……？」

「……そういうことになりますね」

「……っ！」

　はっきりと明言されて、体が震える。こんなことが自分の身近に起きるなんて。想像していなかった事態に思わず自分自身を抱きしめてしまう。

「あ、あの……っ。私にも、何かお手伝いできることはありませんか？」

「え？　いえ、それは……」

「お願いします、私も何か力になりたいんです。どんな些細なことでも構いませんから」

　ただ怯えながら待っているのは却って気が揉める。それなら、いっそ自身も情報を共有できる中にいた方が楽だ。懇願するリーゼルをしばし驚いた様子で見ていたサーシャは、やがて表情を緩めた。

「アレクシスのことを本当に愛していらっしゃるのですね。恐ろしいでしょうに、それでもそんなに必死になられるなんて」

「えっ!?　あ、愛……っ」

　そんなのではない。咄嗟に否定しかけて、寸でのところで踏みとどまる。ここで違うと言えば、彼との関係を怪しまれてしまう。一秒足らずで最良の答えを計算して、リーゼルは小さく頷く。多少不本意だが、仕方ない。

「……え、ええ」

「ふふ、愛の力は偉大ですね。分かりました、では何かありましたらそのときはアリーセさまにも協力をお願いいたしましょう。ですが、これは彼には内緒ですよ。アリーセさまにそんなことをさせると知れば、きっとアレクシスが怒り狂いますから。これは私たちだけの秘密です。共犯ですね」

「はい」

　共犯。アレクシスだけではなく、サーシャともそんな約束を結んでしまった。

　何か新しいことが分かったらすぐに知らせる、と言い残してサーシャは台車を押し部屋を出て行った。それを見送ってから、リーゼルも部屋を出て自身の私室へ戻る。底知れない陰謀が渦巻いていることを知ってしまった城内はなんだかいつもとは違う光景に見えて、リーゼルはぶるりと体を震わせ腕をさすった。






　その日の晩。いつものようにアレクシスの部屋に入ると、部屋の主は入ってきたこちらに目もくれず難しい顔で何かを考えていた。きつく寄せられた眉間には、深いしわがくっきりと浮き出ている。

（どうしたのかしら。やっぱり昼間の話を気にして……？）

　自分の命が狙われたのかもしれないのだから、無理もない。だが、恐る恐る声を掛けたリーゼルに返ってきたのは、予想外の言葉だった。

「まずいことになった。最大にして最悪の緊急事態だ」

「緊急事態？」

　冗談を言っている口調ではない。顔を青ざめさせたリーゼルを、アレクシスが厳しい目で見つめる。

「どういうこと？　何があったの」

「……見張りが来ることになった」

「え？」

「夜、この部屋にだ。俺とおまえが夫婦としてきちんとやれているのか、確認をしに来るんだと」

「夫婦として……って、え、ええっ!?」

　それは、つまり――夜の営みを、ということか。その行為を、見張りが確認しに来る!?

「何よそれっ、どうしてそんなことになったの!?」

「うるさい、騒がしい声を出すな。俺だって好きでこんな話をしているんじゃない」

　忌々しげに叫んだアレクシスが言うことには、なんでも今日国王に呼ばれてこんな話をされたらしい。

　――アリーセ姫が嫁いできて既に三ヶ月ほど経つが、まだ懐妊の知らせはないのか。

　まだたった三ヶ月、そんなすぐに授かるものではないと言ったのだが、まだ若い男女が毎夜ひとつの寝所を共にしているのに未だにその知らせがないというのは……と渋られてしまった。なまじ前王妃も現王妃も嫁いで来てからすぐに懐妊しているから、国王には三ヶ月でも長く思えるのかも知れない。もちろん同じ寝所で寝てはいてもそんな行為をしたことはただの一度もない。だから、そもそも懐妊するしない以前の話なのだが、そんなことはもちろん言えるはずもなく。

　だが、国王がこんなことを言い出したのはそれだけが理由ではないらしい。曰く、アレクシスとアリーセが未だに夫婦らしく見えないのだそうだ。仲睦まじいように見えても、どうも壁というか距離があって余所余所しいように見える。そのこともあって、ふたりが本当に夫婦として成立できているのか不安に思ったようだ。

「だから、実際にきちんとそういうことができているのか確認したいんだと。理解できたか、こんなこと何度も説明させるんじゃないぞ」

「りっ、理解できるわけないでしょ！　そっそんな、じゃあ、私は他の人の前であなたとその……し、しなくちゃいけないって言うのっ!?」

「仕方ないだろう！　もちろん、最後までじゃない。適当なところで理由を付けて、無理矢理にでも追い出すつもりだ。だが、信用させるためにも少しくらいはそういう振りをしないとならないだろう。おまえも罪人として死にたくないなら、そのときくらい覚悟を決めて我慢しろ」

「うう……っ！　ち、ちなみに日にちは？　いつ確認に来るの？」

「明日だ」

「明日ーっ!?」

　……大変なことになった。

　呆然と床に座り込んだリーゼルに、アレクシスは眉間のしわを益々深めてひどく重い息を吐いた。










　――室内に別の人間の気配がある。

　ベッドの天蓋を下ろしているから姿こそ見えないが、同じ部屋の中に自分とアレクシス以外がいるのだという事実を改めて認識して、リーゼルは顔を赤く染めた。

　逃げる方法もよい手だても思いつかず、あっという間にこの晩を迎えてしまった。灯された蝋燭の薄明かりの中、確認役だという高齢のメイドは何も言葉を発さず置物のようにドアの横で立っている。物音ひとつ立てはしないが、それでも彼女の存在を忘れることは難しい。

（でも、今夜を乗り切らなきゃ一層疑われちゃう。覚悟を決めなきゃ……そう、あくまで振りだけなんだから。最後までするわけじゃなし、こんなのはただの接触よ。手と手が触れたりするのと同じ）

　だから怖くない。緊張で固くなる体からどうにか力を抜き、ベッドに仰向けになり視線を前に向ける。背中にはふんわりとした寝具の感触が、そして目前には自分を押し倒しているアレクシスがいる。近い距離に見える彼の瞳に、鼓動が速くなった。

「……」

　互いに無言のまま視線を合わせ、小さく頷き合う。既に彼と今夜の打ち合わせは済ませている。ひとまず怪しまれないよう行為の真似事だけして、一線を越える前に何か理由を付けて確認役を外に追い出す。それまでは、夫婦として仲睦まじくしている様をアピールしておかねばならない。それと、たとえ振りであってもキスは禁止。これだけは、リーゼルが拒み続けたために決定となった。

（キスだけは、ただの接触とは違うもの。この先本当に好きな人ができるかもしれないときのために、それは取っておきたいから）

　キスよりももっと進んだことをするのにそんなことは今更だというのはリーゼル自身分かっている。だが、分かっていても納得できないことはあるのだ。

　アレクシスからは全て自分に任せるように言われている。だからリーゼルにできるのは、ただおとなしくしていることだけだ。ぎゅっと瞳を瞑りそのときを待つ。やがてベッドがわずかに軋んだ音を立て、彼が動く気配があった。ゆっくりとアレクシスの唇がリーゼルの首筋に下り、肌をなぞる。熱を持った肌は必要以上に敏感になっていて、たったそれだけの動作でもびくりと体が震えた。

「ん……っ」

　声を立てた方がそれらしく聞こえるから抑えないようにと言われていたが、そのアドバイスがなくとも声は上げてしまっていたと思う。こういう声は反射的に出てしまうものなのだと、リーゼルは初めて知った。全てが未体験で、この先どういうことをされるのかも分からない。だからなのか、与えられる刺激のひとつひとつに余計反応してしまう。

　唇は肌を滑りながら上へと進み、柔らかく耳朶を食んだ。耳の輪郭を辿る濡れた感触は舌だろうか。時折当たる吐息がくすぐったい。アリーセ、と小さく囁かれると自身の本当の名ではないのに耳に熱が灯った。

「あ……ん、は……っ」

　耳を愛撫しながら、アレクシスの手が静かに鎖骨へ、そしてその下の胸の膨らみへ動く。昼間のドレスと違い、今はコルセットがない。ナイトウェア一枚を隔てただけの素肌に、手のひらを通し直接体温が伝わってきた。びくりと体を震わせたリーゼルに構わず、乳房全体を覆うようにしてそこを揉みしだかれる。大きな手のひらにも余る大きさの膨らみはとても柔らかく、しかし沈む指先を押し返す弾力も持っていた。

　ゆっくりと、しかし絶妙な力加減で動くその手の動きを受けているうちに、リーゼルの息づかいが段々と乱れていった。赤く染まっているであろう顔を見られるのが恥ずかしくて、より強く目を閉じたまま横を向いて体を震わせる。だが、漏れ出てしまう吐息混じりの喘ぎ声や徐々に芯を持ち立ち上がり始めた胸の中心は、快楽を感じていることを如実に示していた。もちろん、アレクシスにもそれは伝わってしまっていたのだろう。しばし大きさを確かめるように動いていた手が、ナイトウェアの胸元に伸びる。大きく開いた襟ぐりのネグリジェは、少し力を入れればそのまま下がってしまう脱ぎやすいものだ。指を引っかけ下へ引かれれば、隠されていた乳房が両方とも露わになってしまう。

「あっ！　や……っ」

　思わず目を開けてしまって、また慌てて閉じる。一瞬見えてしまった胸は、自分のものだというのに驚くほど淫らに見えた。薄明かりの中白く浮かび上がる膨らみ、そしてその頂きでつんと固く芯を持つ薄紅色。自身の胸がこんな風になるところを、リーゼルは今まで見たことがない。

　アレクシスの小さく唾液を飲み下す音が聞こえて、羞恥にじわりと涙が滲む。今この状況を他の人間にも聞かれているのだという事実も、余計に羞恥を煽った。だが、これで当然終わるはずもなく、耳朶を愛撫していた唇が離れたかと思うと彼の体が一度離れた。ぎしりとベッドが軋み、あらわになった胸元に吐息が当たる。そして、

「ああっ……！」

　立ち上がった胸の頂きの片方を熱く濡れたものが包んだ。同時に当たった唇の感触で、それの正体を悟る。舌先で芯を押し潰されると、じんと甘い痺れが全身に伝播して背筋が震えた。身をよじると、空いているもう片方も指先で摘まれ捏ね回される。敏感になったそこは、軽く引っ張られただけで鈍い痛みと共に強い快感が走った。

「や、やぁ……っ。だ、め。だめ……っ」

　こんな感覚は知らない。首を左右に振り泣き声混じりに訴えたリーゼルに、アレクシスの視線が上がった。

「だめ？　どうして、こんなに感じているくせに。いつもここで悦んでいるだろう」

　からかうような言葉に瞬間耳を疑うが、すぐに演技だと気付く。

（そうか、いつもしているんだったらそう言っておかないと変だものね。でも……恥ずかしい……っ！）

　あくまで、いつも通り普段行おこなっていることをしている体ていなのだ。リーゼルもそれを心得ておかなくてはいけない。――もっとも、気にしているほどの余裕など正直まったくないのだが。

　わざと音を立てるように頂きを舐られて、短い喘ぎがいくつも唇から零れる。自分でも聞いたことのないような甘ったるい声は、振りではなく本当に漏れ出てしまっているものだ。こんな声を自分が出すなんて、こうしていても信じられない。

「あっ、あんっ。や……アレクシス……さま……っ！」

　止めたいのか、それとも先をねだりたいのか。自分でも分からないまま手を伸ばしアレクシスの肩に縋りつく。と、彼の瞳がこちらを向いた。普段は冷え冷えとした蒼色の瞳が、今は心なしか熱を持って揺らいでいるように見えるのは気のせいだろうか。まっすぐに視線が絡んで、心臓が大きく跳ねる。

（だめ。そんな目で見られたら……勘違いしそうになる）

　これは、疑惑を晴らすためのただの行為の真似事。それ以上の何の意味も感情も含んでいない。それなのに――どうしてこんなに体が火照ってしまうのだろう。ただの接触だなんて、とんでもない。こんな甘い愛撫を受けて、こんな熱い眼差しで見つめられたら――まるで、彼が自分のことを愛しているのではないかと錯覚してしまいそうになる。

　何も分からなくなるくらい、滅茶苦茶にしてほしい。ふとそんなことすら頭に浮かんでしまう。もしかしたら、顔にも出てしまっていたのかもしれない。瞬間戸惑ったように視線を逸らした後、アレクシスは不意に顔を胸の谷間に埋めると強く肌を吸った。ちくりとわずかな痛みが走り、白い肌にくっきりと紅い花びらのような痣が浮かぶ。普段着ているドレスでは、ぎりぎり見えてしまいかねないような位置だ。だが止める間もなく同じ痕を二個、三個と重ねられる。多くつけられればつけられるほどその色は濃くなり、自身の存在を強く示していった。

「……そんな顔をするな。そんな顔をされたら……」

　切なさと欲情を混じらせた声で紡がれた言葉は、そこで途切れる。自分は一体今どんな顔をしているのだろう。そして、彼の今の表情ははたして演技なのだろうか。まるで初めて見る別の男性のような、激しい情欲を滲ませたその表情は、本当にただの振りなのか。

　思考がまとまらない。理性の溶けていく頭で今感じられるのは、与えられる快楽だけだ。頂きだけでなく乳房全体もまた強く揉みしだかれて、彼の手の中で膨らみが自在に形を変える。いつの間にか、そこはまるで彼に触れられるのを悦んでいるかのようにしっとりと彼の手に吸いつき馴染んでいく。

「あっ、い……い……っ。はぁ……っあ、あぁ……っ！」

　もっと触ってほしい。もっと激しく愛撫してほしい。理性の奥で、どろどろとした本能がそうねだっている。だが願いとは裏腹に、アレクシスは突然体を起こすと離れてしまった。思わず彼の服の袖を掴んでしまったリーゼルに、アレクシスは口角を上げる。

「そんな顔をしなくてもやめたりしない。我が奥方殿は可愛いな。この国に来て随分と欲しがりになったらしい」

「！」

　かあっと顔が赤く染まる。演技だとしても、随分と恥ずかしいセリフだ。だが、そんなことを考えていると彼の手がリーゼルの膝に触れた。気づかぬうちに、くるぶしまであるナイトウェアの裾が大きくめくり上がってしまっていたらしい。そのまま裾から手を差し入れられて、太ももの外側まで一気に撫でられる。そのせいで、ナイトウェアはすっかりめくられ足の付け根まであらわになってしまった。

「あ……っ！」

　慌てて足を閉じようとしたが、それより早く彼の体に割り込まれて阻止されてしまう。柔らかく太ももの内側を撫でられ、指先のあえかな感触に肌が粟立った。同時に、足の付け根――その中心の奥がきゅんと疼く。その疼き自体が初めてのリーゼルにとって、それがどんな意味を示しているのか分からない。けれど、本能的に何かを期待してしまっている自分には気付いていた。

（何、これ……っ。私どうしちゃったの？　絶対に変……っ）

　こちらの戸惑いを知ってか知らずか、長い指が焦らすように足の付け根近くを上下する。くすぐったさにリーゼルが身を震わせると、ようやくその手が疼きを感じる場所付近に下りた。自分自身ですらあまり触れたことのないそこに、下着越しとはいえ誰かの手が触れる。その事実に目眩を起こしそうだった。

「……随分と濡れている」

「……っ！　や、言わな、いで……」

　自分でも分かってはいたが、他人の口から指摘されると耐え難いほど恥ずかしい。いくらそういった行為をしたことがなくても、ここが濡れているのがどういう理由からで、そしてここから先どうしていくのかも知識としては知っていた。知っていたが、もちろんこれ以上先に進めるわけにはいかない。

（そろそろ、確認係の人に出て行ってもらえるように何か理由を付けなきゃ。アレクシスに合図……）

　手を伸ばし、彼の頭に触れた。こちらを見上げたアレクシスに目配せし、ドアの方に視線を向ける。これで伝わるだろうと、彼の動作を待つ。……だが。

「え……っ!?　あ、待っ……あ、あんっ！」

　てっきり止まると思ったアレクシスの手が、そのまま下着の上からリーゼルの秘所をなぞる。しっとりと濡れて形を表しているそこをわずかに引っかくように上下に指を動かされると、電気のような刺激が背中を走った。

（嘘、どうして!?）

「だめっ、だめです！　だ……っん、は、あぁん……っ！」

　これ以上はいけない。止めなければいけないのに、力が上手く入らない。くたりとした足を持ち上げられ、軽く膝に口づけられる。下着に、アレクシスの指が掛かった。

（……怖い）

　体が強張る。口の中がからからに乾いて、上手く声が出てこない。でも、彼の名前を呼ばなければ。呼んで、早く止めないと……。

「はぁ……っ。……アリーセ……！」

「……！」

　切なげに呼ばれた名前に、我に返る。力の抜けていた体をどうにか起こして距離を取ると、アレクシスもようやくはっとした様子で動きを止めた。

「ごめんなさい……っ。もうこれ以上は、他の方がいらっしゃる前では恥ずかしくて……。このままでは私、もう自害してしまいたい……っ」

　体をベッドに突っ伏して、そんなセリフを紡ぐ。声が震えているのは演技ではなかった。リーゼルの言葉に、状況を飲み込んだアレクシスが確認係のメイドに向かって声を掛ける。

「もう確認はできただろう。これ以上立ち会われては、アリーセが倒れてしまう。父上は、子を為してほしいのか邪魔をしたいのかどちらなんだ？」

　アレクシスの言葉に、瞬間沈黙が落ちる。やがて、しわがれた声が小さく返ってきた。

「かしこまりました。国王陛下には、アレクシスさま方は問題なく夫婦としてお過ごしであるとお伝えいたします。失礼いたしました」

　衣擦れの音と共に、ドアが閉まる。彼女の気配が部屋の前から完全になくなったのを確認して、ふたりは長い息を吐く。

「これで……確認は済んだのかしら……？」

「だろうな、恐らく。……それで、どうする？」

「え？　どうするって……？」

「だから……これの続きは、だ」

「……！」

　その意味は、問い返さずとも分かる。恐る恐るアレクシスを見れば、彼の昂りが服越しからでも分かった。リーゼル自身、体の奥が何かを欲しがるように疼いている。……けれど。

「だ、だめ」

「こんな状況で本当にやめるのか？」

「だめったらだめなの！　だって……こ、怖いんだもの……」

　いささか不満げだったアレクシスは、リーゼルの消え入りそうな返事を聞いて目を見開いた。視線が合わせられず俯くリーゼルに、やがて硬い声が掛けられる。

「……服を着直せ」

「え？　あ……」

　それだけ言って、アレクシスがベッドから下りた。どうやら、室内にあるバスルームへ向かったらしい。ひとりきりになったベッドの上で、リーゼルは乱れたナイトウェアを直し大きく息を吐いた。自分自身を抱きしめ、腕をさする。まだ快楽の余韻を残している胸や秘所はじんじんと物足りなさげに痺れている。胸の谷間にはアレクシスがつけた痕がいくつも残っていて、先ほどのことが確かに現実だったのだと改めて思った。

（……嫌、だったのよ）

　拒絶したときのアレクシスの顔を思い出し、眉尻を下げる。こんな状態で放り出されるのは、多分男性の方が辛いだろう。だが、それでもこのまま抱かれてしまうことはできなかった。怖いということがいちばん大きな理由だったが、他にもうひとつ。……リーゼルではなくアリーセとして彼に抱かれることが、嫌だった。

　名前を呼ばれたとき、何故かひどく悲しくなった。もちろん無理なことではあるけれど、もしもあのとき呼ばれたのが自分の名前だったら――もしかしたら、受け入れてしまっていたかもしれない。

（どうしてだろう。私……まさかアレクシスのこと……？）

　まさか、そんなはずがない。頭は即座に否定したのに、心は迷ったままだった。好きになり始めているのかもしれないと考えたら、不思議としっくり納得できてしまって戸惑う。

　ハイルングに来てから三ヶ月。毎日を共に暮らすうちに少しずつ彼の色々な一面が見えてきて、段々と心が開けるようになった。それは同じ秘密を共有している者同士の連帯感もあったのかもしれない。男嫌いは変わっていないはずなのに、不思議と彼のことはそこまで苦手ではなくなっていた。だが、そんな気持ちなど持っても無駄なのに。

（私はアリーセ姫の身代わりで、見つかればもうそれで彼との縁は終わり。それだけの関係なのに……）

　しばし悶々と考え込んでいたリーゼルの耳に、絨毯を踏む足音が届く。顔を上げると、気まずそうな顔で天蓋を開けるアレクシスと目が合った。そのままベッドの縁に腰掛けた彼は、距離を取ったまま黙る。胸元に散った痕がアレクシスに見えてしまうのが恥ずかしくて、リーゼルは慌てて寝具を胸の上まで引き上げた。
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「あ……あの……」

「心配するな。もう終わった」

「終わった、って……」

「おまえがこれ以上できないと言うのなら、自分で処理してくるしかないだろう」

「あ……」

　言葉の意味を理解し顔を赤らめる。同時に申し訳なさが押し寄せてきて、頭をうなだれさせて謝る。

「ごめんなさい……」

「謝るな。別に怒っているわけじゃない」

「でも……」

　あまりに難しい表情をしている。やはり気を悪くしているのではないかと瞳を沈ませたリーゼルに、アレクシスは苛立った様子で自身の前髪を乱す。

「ああ、もうっ！　だからそうじゃないって言ってるだろう。これは……自分に腹を立ててるんだ」

「え？」

「おまえが初めてだっていうことは知っていた。なのに半ば無理矢理しようとして、配慮が足りなかったと反省してるんだ。これでも悪いと思ってる」

「え……」

　彼らしくない殊勝な態度に、思わずぽかんとしてしまう。まさか謝られるとは思っていなかった。

「これまでの女は皆慣れた女ばかりだったから、初めてだとどういう風に接したらいいのかよく分からないんだ」

「……」

　言い訳のように重ねられた言葉の内容はいささか引っかかったが、反省しているのは確からしい。どう答えたものか迷うリーゼルに、アレクシスは言葉を続ける。

「どうする。今夜、また同じベッドで眠るのは抵抗があるだろう。今日はこのベッドを譲って俺がソファに行ってもいい」

　こんなことまで言うなんて、益々珍しい。リーゼルはしばし考えた後、首を左右に振った。

「いいえ、大丈夫。このベッドはあなたのものだし、ソファで寝たら風邪を引いてしまうわ。大丈夫、いつも通りに隅で寝たら気にならないもの。おやすみなさい」

「……そうか」

　照明を消し、お互いもぞもぞとベッドの隅に潜り込む。つい先ほどまでこのベッドの上でしていたことは思い出さないようにして、リーゼルはぎゅっと目を閉じる。

（忘れよう。今夜のことも、彼への気持ちも全部。そうじゃないと、後が辛くなる）

　どうせいつかは必ず別れが来ると分かっているのに、これ以上気持ちを育ててしまうのは辛いことだ。ならば育ちきらないうちに刈り取ってしまうのが賢い。小さく頷いて息を吐き出す。そっと指先で痕をなぞると、消えない口づけの感覚にじんと肌が痺れた。
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（……くそ。どうして大丈夫なんて言うんだ）

　リーゼルの寝息が聞こえてきてもまるで寝付ける気配のないアレクシスは、表情を歪め内心で毒づく。

　正直なところ、あの申し出はリーゼルのためというよりも自分自身のためだった。一晩ベッドを譲ってでも、リーゼルと距離を取りたかった。彼女が頷けばすぐにでも移動するつもりだったのに、断られてしまったからこうして同じベッドで眠るしかなくなってしまった。

（全く、鈍感にもほどがある。いくら俺でも、あそこまでした相手とすぐに同じベッドで寝て、何もしないっていうのは結構辛いんだぞ！）

　それなのに、相手は何の苦労もなく眠ってしまっている。これでは理不尽だと分かってはいても恨み言のひとつでも言いたくなる。

（これだから処女は面倒だって言うんだ。あんなところでやっぱりだめだなんて、生殺しだろう！　……いや、最初からそういう約束ではあったけども。……というかそもそも……本当に初めて、だったんだよな？）

　嘘をついているようには思えない。だが、その割には随分と敏感な体だったように思う。キスもしていないのに、耳や首筋、そして胸への愛撫だけであんなに蕩けた顔をするなんて……。

（……う。まずい）

　思い出したら、せっかく処理した昂りがまた頭をもたげそうになる。慌てて首を振り、集まりかけた熱を散らす。

　まったく、一体どうしてしまったというのか。これまで多くの女と一夜を共にしてきたが、こんな風になったことはなかった。いつも相手から乞われ、体を合わせてきた。だから、自分から我を忘れて行為に没頭しそうになるなんてこれまでなかったことだ。

（よりにもよってこんな面倒くさい女相手に。大体、気が強くて淑やかさもないし、色気だって年の割には少ないし。……まあ、胸は大分触り心地のよい大きさだったが。声……もいつもと違って随分と甘かったし、顔もそそるものはあったけども……って、また！）

　再び芯を持ち始める昂りを抑えようとするが、思い出さないようにすればするほどリーゼルの姿態が浮かんでくる。こちらを見つめてくる潤んだ瞳や、想像していた以上に豊満だった白い乳房。なだらかなラインを紡ぐ細い腰や四肢、そしてまだ誰にも触れられたことのない閉じられた秘密の蕾。他の男が誰ひとり見たことのない彼女の乱れた姿を、この世界で唯一自分だけが見ている。その事実に体温が上がった。

「……う」

　小さく呻いて、そっとベッドを抜け出す。リーゼルを起こさないように足音を消しながら再びバスルームへと向かった。我ながら、情けないにもほどがある。

（どうして俺がこんな羽目に……くそ）

　完全に硬くなってしまった昂りは二度目の解放を訴えて今か今かと待っている。まるで行為を覚えたての少年のように聞き分けのないそれを忌々しく思いながら、アレクシスはバスルームに飛び込んでいった。
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「……アレクシスはどうかしたんですか？」

　サーシャとの茶会。その途中、彼女が発した疑問にリーゼルは危うく紅茶を噴き出しかけた。

「ど、どうとは？」

「いえ、ここ最近どうも不機嫌というか、様子がおかしい気がして。アリーセさまなら理由をご存じかな？　と」

「い、いえ……」

　そのことはリーゼルも気付いていた。だが、理由を知らないのも本当だった。何せ、彼にはここのところ避けられている気がする。目が合えば不機嫌そうに視線を逸らされてしまうし、話しかけても短い返事が戻ってくるだけで会話が続かないのだ。

（考えられることといえば、二週間前のあの夜のことだけど……）

　あの晩、途中で拒絶してしまったことをやはり怒ってしまっていたのだろうか。翌日からどうも関係がぎこちない。もちろん、またあんな事態にならないよう表面上は仲睦まじく見せている。だから、避けられているのはふたりでいるときだけだ。理由を聞いても、何でもないと言われてしまう。その上、時折夜に出かけてしまって帰ってこないことがある。もしかしたらどこか外に他の女性がいるのかもしれないが、さすがに聞くことはできなかった。

（いたって別に私がどうこう言えることじゃないし。さすがにアリーセ姫と入れ替わった後は奥さんひとりにしてほしいけど、王族だったら側室くらいいても普通なのかしら）

　アレクシスの物言いからして、これまでも多くの女性の陰があったようだし。思わずむっとしてしまったリーゼルに、サーシャが首を傾げる。

「もしかして喧嘩でもしましたか？」

「いえ、そんなことは」

「これは失礼。それはそうと、この前は災難でしたね。プライベートな時間を他者に監視されるのは苦痛だったでしょう。王族の婚姻って、ああいうのは大変だなとつくづく思いますよ」

「！　え、あ、あの、どうしてそれを……！」

「一応警備係ですからね。そういうことも耳にはちらっと」

「……っ」

　サーシャにもあのことを知られていたとは、穴があったら入りたい。顔を染めて俯いたリーゼルに、サーシャは申し訳なさげに苦笑する。

「本来は初夜の晩に行うことなんですがね。要はそういう行為がきちんとできるということと花嫁が清らかな身であるということの証明のために、破瓜の証を司祭に確認してもらうってハイルングの昔からの慣例なのですが、やはり他国から嫁いでこられる姫には恥辱でしょう？　他の方は分かりませんが、私などは真っ平ごめんと思いますからね。アレクシスも同じように考えたのか、アリーセさまが到着される前に彼が国王陛下に訴えて取りやめられていたんですよ」

「えっ？」

　ということは、あれはもっと最初の頃に行われるはずだったのか。しかも、途中ではなく最後まで。相手も今回はメイドだったからどうにかあれで済ませてもらえたが、司祭だったら――そう簡単に納得してもらえるものではなかったかもしれない。

（私が偽者だったから、初夜を行わなくて済むように？　でも到着する前ってことはまだ身代わりだってばれる前だから、本当にアリーセ姫のためを思ってってこと？）

「ずっと続いてきた儀式ですし、国王陛下や王妃さまは渋っておられたようでしたが、アレクシスも頑固で。結局、他の大臣たちも説得して折れさせたようですよ。彼は冷たいように見えますが、案外そういう気遣いをする奴です」

「……そう、ですね」

　意外だ。政略結婚の相手なんて誰でもいいと言っていたから、もっと花嫁のことはどうでもよく扱っているのかと思っていた。確かに口は悪いし態度も横柄だが、出会ってから今まで罵倒や暴力などといった乱暴を振るわれたことはない。

「喧嘩でないのなら、安心しました。アリーセさまがいらっしゃればじきにアレクシスの機嫌も直るでしょう。そうだ、これ差し上げます。よかったらおふたりのちょっとしたスパイスにでも」

「スパイス？」

　サーシャが差し出した小瓶を受け取り、陽光に掲げて中を透かす。親指の大きさ程度の香水瓶のような見た目の硝子瓶の中には、やや赤みがかった透明な液体が入っていた。傾けてみると、蜜のようにとろみがある。スパイスと言うが、そういった類には見えない。

「ここ最近街で流行っている媚薬です。繋がるときに使用すると、感度が上がってよいのだそうですよ」

「！　な、そ……っ！」

　スパイスとは、そういう意味でのスパイスか。言葉が告げず真っ赤な顔でぱくぱくと口を動かすリーゼルに、密やかな笑みでサーシャが笑う。

「手に入れた先は、彼には秘密で。こんなものをアリーセさまにお渡ししたとばれたら、きっととても怒られてしまいますから」

　効果はなかなかのようですよ、と潜められた声で続けられて、リーゼルの顔が益々赤く染まった。






「……つい押し切られてもらっちゃったけど……これ、どうしよう」

　手のひらに小瓶を握りしめながら、小さくため息をつく。結局返せないまま茶会はお開きになった。もちろんこんなもの使う機会はないから、せめて自室の見つからない場所に隠しておくことにしよう。そんなことを考えながら廊下を歩いていると、前からアレクシスが歩いてくるのが見えた。彼もこちらに気付いた様子だったが、途端に表情を歪めて視線を逸らされてしまった。周囲に誰もいないとはいえ、あからさまにそんな反応をされるとさすがに腹が立つ。

「アレクシスさま。ちょっとお話をよろしいですか？」

　すれ違う寸前に声を掛けると、足早だったアレクシスの歩みが止まった。とはいえ、視線は相変わらず合わせてくれないままだが。

「どうした？」

「少々こちらへ。……よし、ここなら誰にも見られないわね」

　彼の腕を取り、近くのドアを開け中へ入る。少々埃臭いそこは物置になっているようで、窓も荷物が遮って少々薄暗い。長らく使用していなさそうなここなら、急に誰かが入ってくることもないだろう。

「一体何――」

「アレクシス。私、はっきりしないのって好きじゃないの」

　アレクシスの言葉を遮って告げる。ようやくこちらを見た冷蒼の瞳にしっかり視線を合わせて、逃げられないように腕を掴む。

「私に何か怒っているなら言ってちょうだい。その方が分かりやすいし、悩まなくて済むから。サーシャにも喧嘩でもしたのかって聞かれてしまったわ。彼女が鋭いって言ったのはあなたでしょう？　こんなことで怪しまれたら困るわ」

「……別に。何もない」

「嘘ばっかり！　あなたって意外と顔に出やすいのね。私を見ると最近目を逸らすじゃない。そういうのって、結構悲し……じゃない、腹が立つものよ」

　思わず本音を言いかけて、慌てて打ち消す。彼への気持ちを捨てるよう日々努力しているのだが、どうもまだ上手くいかない。だが、幸いアレクシスはその言い換えに特に違和感を覚えなかったらしい。

「おまえに対してどうこう思ってるわけじゃない。……というか、少し離れろ。距離が近い」

「嫌よ。離れたら逃げるでしょう」

　隙さえあればすぐにでも逃げ出しそうな彼を逃がさないよう、壁にアレクシスを追いつめぐいぐいと体を押しつける。我ながら強引なことをしていることは分かっていたが、このまま避けられ続けるのも気分が悪かった。

　だが、体格では当然アレクシスに敵わない。強引に押し返されてよろけた拍子に、腕を掴む方とは反対の手に握っていた小瓶が床に転がり落ちてしまった。慌ててそれを拾おうとしたリーゼルより先に、アレクシスが小瓶を手に取る。そのまま頭上に高く掲げられて、手を伸ばしても届かなくなってしまった。

「あっ、そ、それは……っ！」

「なんだこれ。香水か？」

「あ、あの、そう。香水。私のよ、返して」

「……何か隠してるな？」

「！」

　図星をつかれて大きく肩が跳ねた。その反応にアレクシスは疑いを強めたらしく、じろりと鋭い目で睨みつけられる。

「ただの香水じゃないだろう。中身はなんだ」

「いえ……その……香水よ。本当に、普通の」

「おまえは嘘が下手だと言っただろう。正直に答えろ。答えるまで逃がさないぞ」

「うう……っ」

　形勢逆転。これでは先ほどとまるで反対だ。強く見据えられて、冷や汗が流れる。数分その緊張状態が続き――結局根を上げたのはリーゼルだった。中身も、サーシャからもらったことも全て言わされてしまった。てっきり怒るかと思ったアレクシスだったが、彼は呆れた様子で鼻を鳴らしただけだった。

「ふん、サーシャめ。変なものを持ってきて。没収だ」

「えっ！」

「なんだ、欲しかったのか？　誰に使うつもりだ、こんなもの」

「ち、違うわよっ！　欲しいわけないでしょう！　ただ……」

　ただ、アレクシスがそれを持っていくとして、その小瓶をどうするのか気になっただけだ。

（他の女の人と使うのかしら……。最近夜いないことがあるし）

　口ごもったリーゼルを、アレクシスは怪訝そうにみる。まだ隠していることがあるのかと問われ、大きく首を振る。

「ないわよ、そんなの！」

「その割には何か言いたそうな顔だな」

「……べ、別にっ！　もういい、とにかくあんまり私のこと避けることはしないでよね。そうであれば私はこれまで通りちゃんと妻を演じるから！　あなたが別に誰と会っていようと、私は本当の奥さんじゃないから関係ないし！」

「は？　誰と会って……って、一体何の話だ」

「ここ最近たまに夜いないのはそういうことじゃないの？　私は構わないのよ。でも、本物のアリーセ姫さまがいらっしゃったらきちんと彼女を大切にしてさしあげてね。男の浮気で泣くのはいつも女性なんだから」

「なっ!?　おまえ、起きて……って、そうじゃない。俺は別に……っ」

「隠さなくていいのよ。側室がいるのなんて、王族の――ましてや次期国王さまなら普通でしょうし」

　いけない、無意識につんけんした言い方になってしまった。咄嗟に後悔したが、アレクシスの眉根が寄せられるのを見て今更謝ることもできなかった。

「……っ毎晩、俺が誰のせいでこんなに苦労していると……っ！」

「え？」

　忌々しげに呟かれた言葉は、あまりに小さすぎて聞き取れなかった。アレクシスは完全にへそを曲げた様子でリーゼルを押しのけ部屋を出て行ってしまった。

「……何よ、もう」

　言いたいことは言ったが、余計に悪化してしまったかもしれない。しゃがみこみ吐き出したため息はひどく重かった。

　結局その後もアレクシスとの関係はぎくしゃくしたままだったが、怪しまれるかもしれないと言ったことで少しは避けられなくなってきた。それに合わせ、不穏な話もアレクシスから聞くようになった。

「えっ、国王陛下の部屋に毒蜂が？」

「ああ。幸い、ベッドメイクをしていたメイドが気付いて父たちに怪我はなかったが。神経毒の強い種類らしいから、一度でも刺されていれば最悪命の危険があったかもしれない」

　蜂は薬で眠らされていたらしい。恐らく、国王たちが眠る頃合いに合わせて目覚めるようになっていたのだろう。メイドが気付いていなかったら、そのベッドを使用する国王、王妃合わせて毒蜂の餌食になっていたはずだ。

「それも、やっぱり誰かが……？」

「ハイルングには生息しない種類の蜂だったからな。そう考えるのが妥当だろう」

「……」

　しかも、国王の部屋にとなれば間違いなく内部の人間の犯行だ。城内に犯人がいる――そのことに背筋が震えた。アレクシスにも――あえてリーゼルに聞かせてはくれないが、いくつか不審な出来事が起こっているらしい。

「調査はしているが、おまえも気をつけろよ。もしも何かあったら……困る」

「心得ているわ。そうよね、私はあなたの〝妻〟だもの。他国から嫁いできた姫が怪我をしたら面倒だものね」

　我ながら拗ねた言い方をしてしまったのが分かった。案の定、アレクシスの表情が憮然としたものになる。

「別にそういう意味で言ったんじゃない。本当に可愛げがないな、おまえは。とにかく、自分から厄介事に首を突っ込もうとするなよ。問題が解決するまでおとなしくしていろ」

「分かってます！」

　喧嘩腰にそう答えて、リーゼルは足音荒くアレクシスの部屋を出ていく。分かっているとは答えたが、実際のところおとなしくしているつもりなど毛頭なかった。こんな話を聞いて、怯えながら待っていられるほど可憐な娘ではない。それに――アレクシスにも危険が迫っていると分かれば、一層おとなしく待ってなどいられなかった。

　城の中を歩いていたら、何か新たな話が聞けるかもしれない。私室に戻りかけた足を止めて中庭に方向を変える。メイドたちや兵士たちが交わす会話の中には、意外と大きな情報が落ちているものだ。

　晴れた空の下、手入れの行き届いた草木に多くの花が咲いている。不穏な城内であっても、花々だけはいつも通り穏やかだ。さくさくと草を踏みしめながら中庭を進む。

（サーシャ、何か分かったら私にも教えてくれるって言っていたけど結局何の情報もないままね。まあ、彼女の立場上そうぽんぽんと私に色々話すわけにいかないんだろうけど）

　実際のところ、警備係の彼女と違い自分はただの足手まといだろう。これでサーシャのくれた情報を元にリーゼルが何かおかしな行動を起こし、それによってもしものことがあったら、責められるのはサーシャだ。それを分かっているからこそ不満をぶつける気はなかったが、それでも歯がゆさは感じてしまう。

（私が今アリーセ姫じゃなくて普通の庶民だったらもっと身軽に動けたのに。でも、そうだったらそもそもこんな事件には関わりを持っていなかったのよね。うーん……っと、あれ？）

　風に乗って聞こえてきた声に足を止める。それはちょうど考えていた通りの人の声だった。しかし、サーシャだけではない。どうやらもうひとり一緒にいるようだが、その相手はいささか意外だった。

（王妃さま？　珍しい、あのふたりが一緒にいるところなんて初めて見たわ）

　音を立てぬよう忍び足で声の方向へ進む。植え込みに隠れるようにしゃがみこんで視線を向けると、人目に付きにくい奥まった木の陰にふたりの姿があった。

「……なんて恐ろしいのかしら。陛下だけでなくわたくしも狙われるなんて」

「ご安心ください、王妃。既に調査は進んでおります。そちらは恐らくあと数日で片が付くかと」

　穏やかに微笑むサーシャに、王妃がしなだれかかる。どちらも女性だと分かっているのに、思わずどきりとしてしまう。

「ああ、頼もしいことねサーシャ。……あちらの計画も順調……？」

「ええ。そちらも、近いうちには」

（あちらの計画……？）

　何のことだろう。だが、頭に浮かんだ疑問は次の瞬間吹き飛んでしまう。

（えっ。え、あ……ええ!?）

　危うく声を上げかけたのを寸でのところでとどめる。口を両手で覆いながらも、視線は逸らせなかった。見開いた瞳の先で、信じられないものが映る。

（サ、サーシャと王妃さま……キスしてる……っ!?）

　しかも、ただ触れるだけのものではない。もっと濃厚な――深く長いキスだ。あきらかに挨拶のそれではない。

（どういうこと？　ふたりってそういう……ええ？）

　見てはいけないものを見てしまったかもしれない。だが、もしそうでもリーゼルには関係のないことだ。たとえふたりが道ならぬ恋をしていたとして、それをわざわざ自分が暴露する必要はない。国王には少し申し訳なくも思ったが、今リーゼルが知りたいのはアレクシスたちの命を狙う人間のことだ。

「頼りになるのはあなただけよ、サーシャ。わたくしのために、これからも尽くしてくれるわね」

「もちろん。あなたの御心のままに」

　甘く囁きあうふたりの会話を背に聞きながら、そっとその場を離れる。その姿が完全に見えなくなるところまで離れても、動揺した鼓動はなかなか治まってはくれなかった。










　その数日後。穏やかな午後の光に誘われて私室のバルコニーで日向ぼっこをしていると、ふと庭を横切る人影が目に入った。植えられた花の中に設けられた遊歩道ではなく、木々の生い茂る中をあえて進むその人は地味な色合いのローブをまとっていたが、誰かは分かった。

「サーシャ？　どこかへ行くのかしら」

　人目に付かないよう忍ぶ姿を見て、先日の会話を思い出す。あと数日で片が付く――そう言っていた。ということは、国王たちの命を狙う犯人の目星は既に付いているということなのだろう。

（……まさか、その人たちのところへ……？　ううん、そうでないにしても彼女を尾ければ何か手がかりが掴めるかも）

　サーシャは慣れた足取りで庭を進んでいく。このまま見送れば、きっとすぐに見失ってしまう。瞬間迷ったものの咄嗟に覚悟を決め、リーゼルはローブを掴み部屋を飛び出した。

　幸い、庭に下りるまで誰とも会わずに済んだ。ローブのフードを被り、サーシャが進んだ方向へ向かう。彼女が行ったはずの場所は行き止まりになっていたが、よくよく壁を見ると生い茂る草の陰で目に付きにくい箇所が壊れていた。腰を屈めればどうにか通り抜けられそうだ。考える間もなくそこをくぐり、サーシャの姿を探す。こうして城の外に出たのは、ハイルングに来てからまだ数えるほどしかない。サーシャを見失ってしまってはさすがにひとりでこのまま進むのは躊躇するところだったが、少し道なりに進むとやがて人波に混じって彼女の背を見つけた。気付かれないよう慎重に距離を取ってその後を追いかける。幸い、サーシャは振り向くことなく慣れた様子で人々の合間を縫って進んだ。

　そうして、尾行を続けることしばし。

（随分街の外れまで行くのね……）

　進めば進むほど、段々と周囲の雰囲気が変わっていくのが分かる。ほんの少し前までは人々の往来も激しく、元気のよい物売りの声やはしゃぎ回る子供たちの姿で明るい雰囲気だったのに、裏路地に入ってからは打って変わって陰気になった。人通りもなく、酒の匂いを漂わせた人々が時折姿を見せる程度だ。恐らくこちらは、夜にもっと賑わいを見せるのだろう。

（今が昼間でよかった。治安も、夜よりはまだましそうだもの）

　ローブを更に目深に被り、サーシャの後を追う。明かりの消えたいかがわしげな看板の店の前では、女たちが暇そうに話をしている。やれ最近の景気はどうの、けちくさい客ばかりで嫌になるだの、どこそこの店の娼婦は最近双子を産んだだの、別の店では一昨日の晩に娼婦と客の男が行為の最中に突然死をして、しかもそれが城の兵士だったらしいだの。城にいるときはもちろん、リーベにいた頃もこんなディープな話題を聞く機会はなかった。なるべく耳に入れないようにして足早に歩を進める。……と、ふとある酒場の前でサーシャの足が止まった。そのまま店の中に吸い込まれていく。

（ここが目的地？）

　営業しているかどうかも怪しい、薄汚れた店の中。埃で曇った硝子窓からそっと中を覗くと、こちらに背を向けるサーシャと店主らしき男が見えた。補修していないひびが入ったままの硝子から、小さいながら内部の声が聞こえてくる。

「……ではやはり、仕掛けているのは彼らだと？」

「ええ、間違いございません。城に茸を売りに行くよう頼まれたという子どもにも話を聞きました」

（茸って……じゃああのときの……！）

　次いでサーシャが口にした名に息を飲む。それは、リーゼルも聞き覚えのある国王の側近の大臣の名だった。長年国王に仕える忠臣だと聞いている。

（そんな人がどうして……）

「そうか、ご苦労。……何か他に情報は？」

「いえ、あとは……」

「そうか。ありがとう、これは礼金と――それから、いつもよく働いてくれることの礼だ」

　サーシャがテーブルに置いた巾着袋は、片手に乗る程度の大きさながら重たげな音がした。恐らく、あの中には金貨が入っているのだろう。それともうひとつ置かれたのは、暗い紅の液体が詰まった瓶。ワインのラベルがついたそれを、男は礼金よりも喜んだ様子で早速手に取る。

「これはありがたい。早速いただきます。あなたさまもお飲みになりますか？」

「いや、私は職務中だ。遠慮しておこう。……それにしても、おまえは本当に酒が好きだな。それが祟ってこうして店も閉めることになったというのに、酒を止める気にはならないのか」

　呆れた様子のサーシャに、男はワインの栓を抜きいそいそとグラスに注ぎながら肩を竦める。

「酒場の店主が自分で自分とこの酒を飲み干しちゃあ世話ありませんな。でも、これだけはどうにも止められないんですよ。……おお、これはいい酒だ。たった一口飲むだけで天国にいっちまいそうだ」

「それはよかった。――ところで、ひとつ聞いてもいいか？」

「はい、なんでしょう？」

「私の情報は、あちらはいくらで買ってくれているんだ？」

「!?」

　電気でも走ったように男の体が跳ね、ワインを注いでいたグラスが手から落ちる。零れた紅い液体がじわりと床に広がり、男の足下を濡らした。

「おや大丈夫か？　もう酒が回ってしまったか」

「い、いえ、あの、その……。き、急におかしなことを言われて驚いちまったもんで。一体何のことでしょう」

「なんだ、酔っているのか。私が調査しているという情報をあちらにも売っているのだろう？　それで、隠している情報はいくらで口止めされているんだ？　両方から礼金をせしめれば、おまえの好きな酒が浴びるほど飲めるものな」

「あ……う……」

　色を無くした男の表情から、サーシャの言うことが事実であることを悟る。それでも男はなんとか誤魔化そうと慌てて口を開き――そして、言葉を発する前に胸を手で掻きむしった。苦悶の表情で床に倒れ込み痙攣する男を、サーシャが冷ややかに見下ろす。

「よい酒だっただろう？　おまえが言った通り、一口で天国へ行ける酒だ。せいぜい向こうでは飲み過ぎないよう注意しろよ」

（……！）

　今まで聞いたことのない冷えた声に、背筋が凍る。見てはいけないものを見てしまった――本能的にそれを察したが、サーシャが出てこようとしているのに体が固まって動かない。そうして、

「……アリーセさま」

　外へ出てきた彼女の視線がこちらに気付いて止まった。表情は既に見慣れた彼女のものだが、先ほどの光景を見てしまっているから言葉を返すことができなかった。

「何故ここに。……ご覧になってしまったのですか」

　この状況で嘘はつけない。瞳を伏せ、小さく頷く。短いため息をついたサーシャは、静かに頭を下げた。

「恐ろしい光景をお見せしてしまい、すみませんでした。とにかく、このままここにいては面倒です。帰りましょう」

「……」

　差し出された手を取るのは怖かった。リーゼルの怯えが伝わったのか、やがてサーシャは手を引っ込めるとゆっくり歩き出す。城からずっと彼女を追ってきたから、迷路のように入り組んだこの路地裏ではひとりで帰り着ける自信がない。少し迷ったが、数歩置いて彼女の後ろを付いていく。

　互いに会話もないまま、しばらく薄暗い路地を進む。と、不意にサーシャが押し殺した声で言葉を発した。

「私のことが怖いでしょう」

「……少しだけ。でも……必要なことだったのでしょう……？」

　彼女のしたことは恐ろしいことだ。けれど、それを責める権利はリーゼルにはない。彼女が調査していることや情報が国に害をなそうとする人間に伝われば、状況は今よりもっと悪化する。この国を――そしてアレクシスたちを守るためにサーシャのした行為を、感情だけで非難することなどできない。

「……アリーセさま。私はハイルングを愛しています。この国を守るためならば、どんなことでもする覚悟です」

「……」

「私の父は、この国の未来をいつも憂えていました。より豊かで幸福になるためにはどうすればよいか、その方法を模索して行動していました。――周囲が理解しなくても、最期まで懸命に……」

「サーシャ……？」

　返事はなかった。そのまままた少し歩き続けて、ふと不安になる。入り組んだ裏路地は同じような景色ばかりが続いている。いつの間にか人の気配もなくなり、未だに明るい街中へ戻っている気配はない。もちろん、土地勘はサーシャの方があるのだしこれはただの勘違いかもしれないけれど。

（なんだか……奥へ進んでいない……？）

「あの……城へはまだ掛かりますか？　来るときには、あまり長い時間は掛かっていなかったと思うのですが……」

「……もう少しですよ」

　前を見つめたまま答え、サーシャが細い路地を曲がる。日が射さず一層薄暗さを増したそこは、どこに繋がっているのかも分からない。さすがに躊躇して足を止めたリーゼルの手を、サーシャが乱暴に引いた。表情は見えないが、いつもの穏やかな彼女とは明らかに違っていた。

「痛……っい、いや……っ！」

　振りほどこうにも力は強く、びくともしない。それでもどうにか無理矢理その手を外すと、引っ張られていた反動で地面に倒れてしまった。強く打ち付けた手や足がずきずきと痛む。痛みと恐怖でなかなか起き上がれないリーゼルのローブの端を、サーシャの爪先が踏みつける。見上げた彼女の瞳はひどく暗く陰っていた。

「……あなたは、私のことが少しだけ怖いとおっしゃいましたね。でも、私は自分自身がとても恐ろしいです。偽ることも、嘘をつくことも、大切な友人を裏切ることも全て平気になってしまったのですから」

「サーシャ……？」

「以前差し上げたあの小瓶、お使いにならなかったのですね。せめて、快楽の渦中であれば少しは苦痛も和らぐかと思ったのですが……。彼はともかく、あなたにはあまり痛みを感じていただきたくはなかったのに」

「何を……、……っ！」

　サーシャの手が、腰に下がった剣に伸びる。慣れた様子で鞘から抜かれたそれは薄暗い中でも冴え冴えとした切れ味の良さを感じさせた。その切っ先が、まっすぐこちらに向けられる。

「どう、して」

　初めて人から向けられた殺意。しかも相手はあのサーシャだ。目の前の光景が信じられず、指一本動かせない。

「大切な人を亡くす痛みは私も知っています。それと同じ思いを彼が味わったら――一体どれほど嘆くのだろう」

　小さな呟きは、こちらに話しかけているというよりは独白のようだった。痛ましげな顔をしているが、剣を持つ手は少しも震えていない。ほんのわずか瞬けば、恐らく自分の体はこの切っ先にいとも簡単に貫かれるのだろう。

「あなたは――アレクシスたちを殺そうとする人たちを調べていたのではないの？　どうして、こんな……」

「……私が調べていたのは、国王と王妃に害なす人間ですよ」

「え……？」

　同じではないか。犯人は、国王と王妃、それからアレクシスに危害を加えようとしている人間。だが、そう言うとサーシャは緩やかに首を振る。

「別ですよ。そのふたつは、どちらも別の人間が動いています。国王たちの方は大臣が、そしてアレクシスの方は――私です」

「あなた……が？」

　アレクシスを殺そうとしているのがサーシャだと？　まさか、そんなはずはない。だが、冗談を言っている様子はまるでなかった。静かな目が怯えるこちらを射抜く。

「彼に生きていられては困る方がいるのです」

「王妃の……ためなの？　あなたがそんなことをするのは、あの人のことを好きだから……？」

「……アリーセさまは、意外と色々なことをご存じなのですね。ですが、その理由は違います。あの方が私を利用しているのと同じように、私も彼女を利用しているにすぎない。理由はもっと簡単な――私個人の遺恨によるものですよ」

「遺恨……？」

「……こうして話をしていても、恐怖心を増させてしまうばかりでしょう。せめて、ひと思いに終わらせて差し上げます。あなたをこんな形で利用するのは心苦しいですが――彼をより苦しめるためには効果的でしょうから」

「サーシャ……」

　本気だ。口内がからからに乾いて、息を飲むことすらできない。剣が振り上げられ、こちらに向かって勢いよく下ろされる。次の瞬間に感じるであろう痛みと衝撃を覚悟して本能的に目を瞑ったが、来るはずの痛みは襲ってこなかった。代わりに、鋭く何かが打ち合わされる金属音と、耳馴染んだ声が耳に届く。

「リーゼル！　無事か」

「アレクシス……？」










[image: ]










　顔を上げた先には、サーシャと対峙する背中が見えた。こちらを守るように前に立つ背はとても頼もしく見えて、安堵に涙が溢れそうになる。アリーセではなく本当の名を呼んでしまったのは、彼の焦りがあったのだろう。別の名前だったことにサーシャは気付かなかったのか、特に気にした様子はない。

「ここが見つけられるとは意外だったな。随分分かりづらい所にしたつもりだったんだけど」

「俺にも内密に動かせる子飼いの部下はいるんだ。おまえに動きがあればすぐに報告するように言ってあった。まさか、アリーセまでここにいるとは想定していなかったが。……それよりどういう了見なのか答えてもらおうか」

　鋭いアレクシスの声とは対照的に、サーシャはこの状況にまるで動じていないようだ。肩を竦めると呆れ混じりで小さく笑う。

「どういうもこういうも、そういうことさ。もう気付いているんだろう？　私が君を殺そうとしていた犯人だってことは。でも意外だなあ、疑われているとは思ってなかった。いつから怪しんでいたんだい？」

「おまえと王妃が繋がっていることを知ってから、調査はつけていた。だが……確信を持ったのはつい一昨日だ。おまえがアリーセに渡した小瓶。あれを譲ってほしいと渡した兵が、馴染みの女のところで死んだと聞いた」

（死……!?　そういえば、ここに来る途中で城の兵士と娼婦が突然死したって……）

「おや可哀想に。まあ、渡した張本人の私が言えることではないだろうがね。あれは粘膜を通して吸収される即効性の毒だから、そう苦しまずには逝けたはずだよ」

「何故……おまえがそんなことをする」

「何故？　分かりきっているだろう、父のためだよ」

　幼い頃からアレクシスの剣の師範をしていたという、サーシャの父。リーゼルは事情が分からずじっとふたりを見つめていたが、アレクシスの顔は苦しげに歪んだ。

「告発したのは君だったね。父さんは、心からハイルングのことを考えていたのに」

「……彼はこの国を裏切ろうとしていた」

　サーシャの父は、よい人だった。純粋な人だった、といってもいいかもしれない。国王からの信頼も厚かったという彼はハイルングを本気で思い――それ故に他国の誘いに乗り、暴走した。

　時は五年前に遡る。宝石の採掘権を譲れば生涯この国を軍事的に守ってやろうと、ハイルングよりもさらに強大な軍事力を持っていた他の国が誘ったらしい。その頃、ハイルングは他国から侵略の危険があった。だから、国民を守るためには強大な国の後ろ盾が必要だと彼は考えたのだろう。宝石の採掘権を失えば国益は大きく損なわれる、だが国民をこれから一生不安なく守れることに比べれば瑣末なことだ――国民を思った彼はそう思った。

　そんな口約束、かの狡賢い巨大国が守る保証はないし、実際のところ反故にされる確率の方が何倍も高かっただろう。それでも、彼は愚直にも信じてしまったのだ。

　とはいえ、それをいきなり国王に進言したところで受け入れられるはずもない。だから、その前により自身と繋がりのある王族――幼い頃から剣の指南をし、それ以外にも深く交流をしていたアレクシスに先に話をしたのだ。だがそんな甘い話、いくらアレクシスがまだ年若い王子であっても信じられるわけはなかった。そんなものを受け入れるわけにはいかない、相手は宝石の採掘権を手にしたら間違いなくこちらに攻め入って守るどころか属国として占領してしまうだろう。そう訴えたが、サーシャの父はすっかり相手を信頼して聞こうとはしなかった。だから、やむなくアレクシスは父王に進言したのだ。

　やがて、サーシャの父は秘密裏に捕らえられ城の一室に軟禁された。彼が本心でこの国を思っていること、そしてこれまでの国王の信頼からよる寛大な処置だったが、その一年後に彼は病のため軟禁状態のまま死んだ。……サーシャが言っているのは、恐らくこのことなのだろう。彼女にとっては、真摯だった父が国によって殺されたと――そんな風に思い続けていたのかもしれない。本来ならば国を出されてもおかしくなかった彼女の身を城内に置き続け、幼馴染みであるアレクシスの警備係に任命したのは国王の温情だったのだが、サーシャにとってはそれも憎しみを募らせる原因になったようだ。

「父を殺す原因になった君を、側で守りながら友人として居続けないといけなかったのは結構きつかったんだよ？」

「……何故王妃についた。あの女についたところで、おまえに大した得はなかっただろう」

「彼女は、君の代わりに自分の王子を次期国王にしたいんだってさ。だから、君を消そうとした。あちらについたことに特に理由はないよ、ただ目的が一致しただけだ。君を殺す目的ができた、それだけのことだ」

　ただそのためだけに。彼女に信頼されるよう、その身を使ってまで取り入った。毒を用意し、関係のないリーゼルまでその手に掛けようとして――そこに、アレクシスが掛ける慈悲はない。

「……そうか。だが、みすみす殺されるわけにはいかないな。俺にはまだやることがあるし、それに――」

「大事なものができたからかい？　……羨ましいな、私にはもう何もないのに」

　サーシャが小さく笑い、次の瞬間大きく足が踏みこまれた。一気に距離を詰めた彼女の剣を、アレクシスがはじく。場所が狭く、さらに薄暗さも手伝って戦闘は非常にしにくそうだったが、それでも素早い剣の応酬が続く。

　ふたりとも同じ剣の指南を受けているからか、戦い方は似ていて実力は拮抗しているように見えた。もちろん性別の差でサーシャの腕力は少し劣っているようだったが、代わりに素早さを武器にして彼女が押し返す。互いに本気でのやり取りは遠慮なしに相手の体を傷つけようとして、リーゼルは恐ろしさに目を背けた。リーベにいるとき見ていた酔っ払い同士の喧嘩などとはわけが違う。これは本当に、互いの命を賭けた戦闘だ。

　もちろん、アレクシスに傷ついてほしくなどない。けれど、ついさっき殺されそうになったというのにサーシャにも同じ気持ちを覚えた。どんな理由を聞いても――彼女は少しの間とはいえ友人だった。甘いと分かっていても、どちらも死なずに終わる方法はないのかと泣きたい思いで考える。――と。

「く……っ！」

　声にならない叫びが上がって、がしゃんと剣が地面に落ちる重い金属音が響いた。はっと顔を上げ、音のした方向へ視線を向ける。

　地面に膝をついていたのはサーシャだった。戦闘の中で斬り付けられた決して浅くはないだろう腕の傷を押さえ、それでも眉を寄せただけで涙も泣き言も洩らさずアレクシスを見上げる。そんな彼女とまっすぐに視線を合わせたまま、アレクシスは地面に落ちたサーシャの剣を拾い上げ切っ先を眼前に突き付けた。肩で大きく息をしながらも、全身に隙はなく切っ先がぶれることもない。もしもサーシャが不穏な動きをすれば、この剣は躊躇いなく彼女を傷つけるだろう。

「王妃たちも、今頃城で捕らえられている。もう終わりだ」

「……そうだね」

　諦めなのか、サーシャはそれだけ言って座りこむ。あまりにもあっさりとしたその様子にまだ何か起死回生を狙うものでも隠し持っているのではないかと怪しんだが、そんなものもないらしい。先ほどまであった殺気も消えている。そこにいるのはリーゼルもよく見知った〝友人〟だった。

　どこか晴れ晴れとさえ見える彼女の表情にアレクシスは少し考えた様子で眉を寄せ、やがてぽつりと尋ねた。

「サーシャ。おまえ……本当にアリーセを手に掛けるつもりがあったのか？」

「あったよ。彼女を殺せば、君がどんなに嘆くだろうって考えてね。……そうするはずだったんだ。なのに……どうしてだろうね」

　ふ、と小さく笑ってサーシャが視線を伏せる。剣もない今、もう抵抗する気はないらしい。逃げる気配はなかったが、念のためアレクシスが彼女の手首を後ろ手に縛る。まもなく、ここに兵が彼女を捕らえにやって来るという。その言葉の通り、やがて兵の足音が近づいてきた。狭い路地に、複数名の足音が響く。アレクシスが声を上げ、彼らを呼んだ。

「アリーセさま」

　ふと、サーシャに名を呼ばれた。瞬間迷ったものの、彼女が穏やかさを取り戻しているのを認めてそっと距離を詰める。サーシャはリーゼルにだけ聞こえる程度の声で、静かに言葉を紡いだ。

「アリーセさま。いえ……本当の名はリーゼルさま、なのですね」

「！」

　びくりと肩を震わせたリーゼルに、サーシャが微笑む。その表情にもう冷たさはなく、お茶を共に飲んだ柔らかな友人の笑顔だった。

「怯えずともよいですよ、何か事情がおありなのでしょう。どちらにせよ、私はもうこれから刑を待つ身。口外などしません。ただ、あなたがアリーセさまであってもなくても、お願いしたいことがひとつだけあるのです。虫のよい話でしょうが、かつての友人としての願いです。聞いてくださいますか？」

「……なんですか？」

「どうか、アレクシスを幸せにしてやってください。どの口が言うと軽蔑なさるでしょうが、不思議なものですね。殺したいほど憎んでいるはずなのに、彼の幸福も願ってしまうのです。全てが露見した以上、彼が命を狙われる心配はない。だから、これからはあなたが彼の傍で寄り添ってやってほしい。……私は、傷つけることしかできなかったから」

「サーシャ。あなた、本当は彼を……」

　問いかけに、サーシャは穏やかに微笑むだけだった。その笑顔の意味が、肯定なのか否定なのかは分からない。けれど――どんな種類のものであれ、彼女がアレクシスに愛情を持っていたことは間違いないのだろう。兵士に両側から拘束され連れて行かれる彼女の背を見送る。気付かぬうちに涙が頬を伝っていた。

「……リーゼル」

　いつのまにか隣に来ていたアレクシスに名前を呼ばれ、抱きしめられる。存在を確かめるように強く回された手は、ひどく冷えてわずかに震えていた。










「……ずっと一緒だったんだ」

　城へ戻り、怪我の手当を終えたアレクシスは私室のソファに座り込むと小さく呟いた。その手を隣で握りながら、リーゼルは黙って彼の次の言葉を待つ。

「あいつの苦しみを……俺は何も分かっていなかったんだな」

　サーシャと共に王妃――そして彼女たちとは別に国王の暗殺をもくろんでいた大臣たちも皆兵たちに捕らえられた。しばらくこの事件の混乱は城内を乱し続けるだろうが、今はとにかくアレクシスに寄り添っていたかった。

　一度も彼の涙は見ていない。けれど、それは平気だからでなく傷つきすぎたからだと分かっている。信じていた人に裏切られるのは――とても辛い。ほんの数ヶ月サーシャと一緒にいただけのリーゼルでもこんなにショックを受けたのだから、アレクシスのそれは比にもならないだろう。

（私は、何も言えない。何も言っちゃいけないのかもしれない。でも……これだけは）

「サーシャは……彼女は、あなたのことを本当に好きだったと思うわ」

　アレクシスのためにもサーシャのためにも、これだけは伝えておきたかった。無論あんなことがあったのだから、信じられないかもしれない。それでもどこか縋るように、アレクシスは無言でリーゼルを見つめる。その瞳にまっすぐに視線を合わせ――気が付けばリーゼルはまた泣いていた。

「……悪かった。恐ろしい思いをさせたな」

　抱き寄せられて、首を振る。泣いているのは怖かったからじゃない。泣かない彼の代わりに泣いているのだ。長い指がリーゼルの目尻を拭う。そのまま唇が触れそうになって、寸前でアレクシスが動きを止めた。小さく笑うと、そっと体を離し距離を取る。

「すまない、キスは嫌なんだったな。……今日は疲れただろう、部屋でゆっくり休むといい。俺も……今夜はひとりで休む」

「あ……」

　嫌ではない。そう言いたかったが、結局口には出せずに黙る。けれど彼の傍は離れがたくて立ち上がれずにいると、アレクシスは言葉を続けた。

「……このまま隣にいられると、おまえに縋ってしまいそうだ。嫌がられてもおまえに触れたくなる。だから……今夜は、隣にいない方がいい」

「……」

　それきり黙りこんでしまった彼を見つめ、少し迷った末に部屋を出る。傍にいたいのは本心だったが、抱かれることにはまだ躊躇してしまった。

（私で傷が癒せるなら構わない。でも……どうしたって私はアリーセ姫の身代わりでしかないのだもの。私を愛した上で抱いてくれるなんて、そんなことを望んではいけないのだけど……やっぱり寂しいわ）

　いっそ、アリーセがこのまま見つからないでいてくれたらいいのに。いつまでもアレクシスの傍に居続けたい――恋しい気持ちを押さえ込もうと思えば思うほど、その気持ちが強くなっていく。この先も彼と一緒にいれば……いつか、自分から彼の胸に飛び込めるようになるだろうか。

　もやもやとした気持ちを抱きながら私室へ歩いていると、途中で出会ったメイドに夕方リーベから使者が到着したことを告げられた。今夜はもう遅いので、城内の客室に宿泊しているらしい。預かった手紙を部屋のテーブルに置いておいたと伝えられ、礼もそこそこに足を早める。

　リーベからの使者、ということは……。私室に着くなり急いでテーブルの上の封筒を手に取る。中を開けば、白い便箋に短い言葉がぽつりと綴ってある。

　――逃げていた鳥が見つかりました。

　それが何を示しているのかは明確だった――見つかってしまったのだ。

「ああ……」

　最初は早く見つかってほしいとそればかり思っていたのに。こうなってしまえば、もうアレクシスと共にいられる時間はほとんどないだろう。早く、彼にこのことを伝えて――。

「……いいえ。最初から、アリーセ姫が見つかるまでの約束だったものね……」

　妻は誰でもいい。そう言っていたのだから、きっとリーゼルが入れ替わったところで大した感慨もないだろう。引きずるのはきっと……こちらだけだ。

　このままアリーセと入れ替われば、リーゼルの役目は終わる。気持ちを飲み込み伝えずにいた方が、当然よいに決まってる。それは分かっていたけれど――リーゼルは再び部屋を飛び出していた。通い慣れたアレクシスの部屋へ足早に駆ける。

　呼吸を整えドアをノックすると、やがてアレクシスが顔を出した。細く開いたドアに手を掛け、半ば無理矢理室内に入る。

「どうした？　休んだんじゃなかったのか」

「……傍にいさせてほしいと思って」

　背中を向けたまま、小さくそう答える。すると、わずかの間の後アレクシスがため息をつくのが聞こえた。

「さっき言っただろう。それを理解した上でのことか？」

「……ええ」

「！」

　彼の言葉は分かっているつもりだ。耳まで真っ赤に染め俯くリーゼルの背後で、アレクシスが息を飲むのを感じる。

「……俺は、おまえを抱きたいと言ってるんだぞ。本当に分かっているのか」

「分かってる。……分かってるから、戻ってきたの」

「……」

　この沈黙は耐え難い。驚いているのか呆れているのか、彼の表情は見えないから分からない。羞恥で逃げ出したくなるのを必死で堪え、震える声で言葉を続ける。

「今夜はこのまま傍にいさせて。……あなたと一緒にいたい」

「……この前みたいに、途中で逃げたくなっても逃がしてやれないぞ」

「逃げないわ。だから……」

　だから、このまま。

　言いかけたリーゼルを、伸びてきた腕が強く抱きしめる。そのまま顎を捉えられて――アレクシスが少し迷った表情をした。躊躇うアレクシスの代わりに、リーゼルが踵を上げて彼の唇に口づける。初めてのキスはほんの一瞬で、けれどその瞬間に一気に体温が上がった。

「キスは……嫌なんじゃなかったのか。いつか好きな相手ができたときのために取っておくんだったんだろう」

「だからよ。取っておいたから今使うの。……好きな人に」

　伝えてしまった。顔を真っ赤に染めて俯いたリーゼルの頬にアレクシスが触れる。ぐいと上を向かされて、再び口づけが落ちた。今度は先ほどのものとはまるで違う、深く激しいキスだ。

「んっ、ふ……ぅ……っ」

　角度を変えながら幾度も重なる中で、侵入してきた舌先がリーゼルのそれと絡む。熱く濡れた舌が絡まり、快感が駆け抜ける。以前彼と体を触れ合わせたときに感じたものとはまた違う、圧倒的な心地良さ。崩れ落ちそうになったリーゼルの腰をアレクシスが抱き寄せ、一層距離が詰まった。

「ふ、は……ぁ」

「……リーゼル」

　潤んだ視界に、まっすぐにこちらを見つめるアレクシスが映る。くたりと力の抜けたリーゼルを軽々と横抱きに抱き上げ、アレクシスは無言でベッドへと足を向けた。






「あ……や、待っ、て」

　どこに視線を向けてよいものか分からず、リーゼルは赤い顔を横に向ける。既に素肌を隠せるものは何もなく、きつく体を戒めていたコルセットもドレスも全て彼の手によって脱がされてしまった。リーゼルを組み敷くアレクシスの体にも服はない。室内で唯一灯された蝋燭の仄かな火が揺れるたび、引き締まった彼の筋肉に繊細な影が落ちる。この人にこれから抱かれるのだと改めて自覚して、ただでさえ乱れた鼓動が益々早鐘を打った。

　煌々とした明るさはないが、こちらが見えているようにアレクシスにもまたリーゼルの肢体が全て見えているだろう。彼の視線が強く肌を刺す。

「あんまり見ないで。その……恥ずかしい、から」

「恥ずかしい？　どうして。こんなに……美しいのに」

「あ……っ！」

　きゅう、と指先で軽く乳首を摘ままれてその刺激にのけ反る。与えられる刺激に見る間に硬く芯を持ったそこは、薄赤く色づきながらつんと立ち上がっていく。指の腹がくにくにと乳首を捏ねると、じんとした痺れが全身に響く。

「や、や……っあ、あ……っ！」

「いつもの気の強さとは随分な違いだな」

　小さく笑われて、涙目でアレクシスを睨む。仕方ないではないか、自分だってこんなに感じやすい体だとは思っていなかった。照れ隠しに眉を怒らせながら「悪かったわね」と呟くと、アレクシスの瞳が愛おしげに細まる。

「いや、悪くない。……可愛い奴だと思っただけだ」

「……っ！」

　その顔でその言葉は反則だ。こんな風にされては、まるで彼に愛されていると錯覚してしまう。

（私は好きって言ったけど……アレクシスは答えてくれなかった。実際、私のことはどう思っているんだろう）

　考えかけて、それ以上はやめる。どちらにせよもう少しでアリーセと入れ変わらねばならないのだ。ならば、こんなことは考えたところで無駄だ。それなら、今は彼の温もりだけに意識を集中していたい。

　先端だけでなく、胸全体も手のひらで柔らかく愛撫される。わずかに汗ばんだ肌はしっとりと彼の手に吸い付いて、白い乳房が桜色に染まっていく。と、その片方にゆっくりとアレクシスの唇が落ちた。咥えられた熱い口内で、舌が先端を包んで舐る。指で触れられるのとはまた違う直接的な感覚に体が小さく震えた。

「あ、は……っあ、んっ！　や……ああっ」

　舌を絡めながら吸われ、聞こえる淫らな音が興奮を煽った。息を乱して声を上げるリーゼルの反応を楽しむように、空いた片方の手でアレクシスがリーゼルの足を愛撫する。膝からゆっくりと指を滑らせ、太ももの外側や敏感な内側を繊細な動作で刺激する。絶妙な触れ方のそれはどこかもどかしく、無意識に彼の体を挟むように足が動いてしまう。

　やがて、その指がゆっくりと足の付け根へ進む。この前は、下着の上から触れられただけで痺れの走った箇所。直接触れられたらどうなるのか少し怖くはあった。けれど、今日は止めることはしない。リーゼルの抵抗が無いのを確認して、長い指が静かにそこに触れた。

　下着ももう付けてはいないから、薄い茂みを分け入れば滲んだ蜜で濡れた花唇にもその中の敏感な突起にも直に触れられてしまう。その刺激にびくりと体を跳ねさせると、アレクシスの瞳が心配げに上がった。

「痛いか？」

「そうじゃないけど……その、な、慣れてないから変な感じがして……」

「自分でしたこともないのか」

「あ、あるわけないでしょ！」

「ふうん。感じやすいからしたことがあるのかとも思っていたが……そうか、ならここがどんな風に感じるのかもまだ知らないんだな」

　どこか嬉しそうに笑われて、顔が赤らむ。と、不意に体を起こしたアレクシスに片足を持ち上げられた。そのまま彼の肩に足を掛けられて、秘所が彼の目により晒される。

「やっ、何……っ！」

　驚きと羞恥でアレクシスを見ると、微笑む彼の瞳には少し意地悪な光が灯っていた。抱え上げられた足の膝に軽いキスを落としながら、アレクシスが静かに問いかける。

「――リーゼル。痛いのは嫌いだろう？」

「え？　そ、そりゃあ……あまり好きな人はいないと思うけど」

「なら、優しくされるのは好きか」

　一体どういう問いかけなのだろう。本意の読めぬそれに戸惑いながらも頷くと、そうか、と呟いてアレクシスが笑う。そして、

「えっ、あ……っ!?」

　再び体を伏せたアレクシスの唇が秘所に落ちるのを、信じられない思いで見つめる。咄嗟に身をよじろうとしたが、肩に掛かった足が動かせず逃げられない。そうしている間にも、舌が花唇の割れ目をゆっくりと上下し、尖らせた先端で敏感な花芯を刺激する。指できちんと触れられるのも初めてだったのに更にこんなことをされては、感じずにいられるはずがない。

「やっ、いや……だめっ！　そ、んなの……ああっ！」

「痛いのは嫌いだと言っただろう。ただでさえ初めてなんだ、よく慣らさないと辛いのはおまえだ。指でほぐすのも急には痛みを感じるかもしれないし。それなら……ん、こうして……はぁっ、舐めてやった方が痛くないだろう。優しくされたいとも言っていたしな」

「そ、れは確かに言ったけど……っあっ、は、話しながらしないでっ。い、息が当たっ……ああんっ」

　短い喘ぎが幾つも上がって、息が乱れる。逃げられないよう足を押さえ付けられながら秘所を愛撫されると、より快楽を求めるためか自身の意思とは関係なく腰が無意識に揺れた。じんと痺れる快感が全身に駆け抜けるたび、蜜が奥から溢れ出てきて彼の唾液と混ざる。淫らな水音は徐々に大きさを増し、泣き声混じりの喘ぎと共にベッドの上に響いた。

　シーツを掴み、襲ってくる快感に必死に耐える。すると、ふとアレクシスの動きが止まった。視線が合い、艶やかな笑みが彼の唇に乗る。

「……あのとき、おまえに止められなかったら最後までしかねなかったが……今思えば途中で止めてよかったな」

「え……？」

「こんなに甘い声を、いたのが女とはいえ他人に聞かせるのは惜しい。それに――もしも抱いていたら、あの晩だけじゃなく毎晩離せなくなっていたところだ」

　その言葉に、息が止まりそうになった。恥ずかしいのに不思議とまた蜜が溢れる。舌でどれだけ舐め取っても、その泉は枯れることがない。もっと奥への刺激をねだって、体の内側もじんじんと疼いている。

　やがて、表面を滑っていた舌がゆっくりと蜜壷の入口に差し込まれた。柔らかくほどけ始めた蕾は、大きな抵抗もなく素直に彼の舌を受け入れる。浅い位置とはいえ体の内側でうねる異物の感覚に、ぞわぞわと肌が粟立つ。細かな震えが全身に走ったが、不快なものではない。ただ、自身の体が次々に作り変えられていくような不思議な感覚があって、それが少し怖かった。

「だめっ、そんなところまで……っあ、やぁっ！」

「慣らさないと辛いぞ。おまえがもう平気だと言うまで挿れはしない。だから、安心して感じていろ」

「そ、んな……あっ、あ、ひっん……！」

　それは処女のリーゼルを慮おもんばかってのアレクシスなりの優しさなのかもしれないが、リーゼルにとっては意地悪にしか思えない。だって、つまりは欲しくなれば自分から彼にねだらねばならないではないか。それに、実際のところ体の奥は既にもっと強い刺激を求めてしまっている。この状態で更に舌でのもどかしい快感を重ねて与えられるのは、却って感じすぎてしまって辛かった。

（そ、それにもう上手く言葉が出なくて……っ！　伝えようにも、声が……っ）

　荒い息を紡ぎながら漏れる声は、きちんとした言葉になってくれない。喘ぎ声は一層甘さを増して、自分でも信じられないほどに艶やかだった。

「あっ、舐、めないで……っ。や、そんな風に動かされたら……っ！」

「ん……はぁ……っ。おまえは全部甘いな。ここも、声も、香りも、仕草も、全部……。全て、俺のものにしたくなる。体も、心も、欠片だって残さないくらいに」

「ああ……っ！」

　全身を震えが駆け抜ける。与えられる直接的な刺激のためだけではない。彼の言葉が、その数倍の悦楽をリーゼルの体に走らせた。

　自分の全てを彼のものにしてほしい。蕩ける頭で、それだけをはっきりと願う。だから、手を伸ばしてアレクシスの肩に触れた。顔を上げた彼に、震える声で懇願する。

「アレク、シス。もう、いいから。私、大丈夫だから……その……」

　さすがに直接〝挿れてほしい〟とねだるのは恥ずかしくて口籠る。それでも言いたいことは伝わったのか、アレクシスが一旦リーゼルの足を下ろして体を起こす。そして少し上に移動するとリーゼルの髪をそっと撫でた。見つめてくる蒼色の瞳はゆらゆらと情欲に揺らめいていて、その熱の強さにリーゼルはそっと視線を逸らす。

「……欲しくて堪らないって顔してるぞ」

「っ！　う、嘘。そんなの、あなたの方が……っ！」

　からかうような言葉に思わず大声で返してしまって、ぱっと顔を赤らめる。反応が可笑しかったのか、アレクシスは笑ってリーゼルの額に自身の額をこつりと当てた。より一層近くなった距離で、二人の視線が絡まる。

「そうだな。なら、俺たちはどちらも同じ思いでいるということだ」

「う……」

　そんなことを言われては、言葉が出ない。アレクシスと同じように、自分も今あんな目をしているのだろうか。これ以上見られるのが恥ずかしくて、顔を見られないようぎゅっとアレクシスの首に抱きつく。

「早く……」

　どうにかそれだけ言って、強く目を瞑る。これからどんなことをするのか、知識として知ってはいるがそこまで具体的なものではない。緊張で強張る体を、大きな手のひらが宥めるように撫でる。

「ゆっくり進めるから、痛ければすぐに言ってくれ」

「わ、分かった……ぅ、ん……っ」

　リーゼルが頷くと、先ほど舌が差し込まれていた箇所に固く熱い先端が当てられる。蕾に慣らすように軽く擦りつけられて、それからゆっくりと中へと押し入ってくる。求めてはいたものの割り開かれていく感覚はやはり少し痛みもあって、無意識に眉が寄り苦しげな声が漏れてしまう。

「痛むか？」

「す、こし。でも……やめないで。そのまま進んで……」

　息を吐き出し、少しでも苦しさを逃そうと体の力を緩める。蜜液で滑りを持ったそこは、わずかずつだが確実にアレクシスの熱を中へと飲み込んでいく。だが、やはり舌とそれでは大きさも太さも違う。先端を飲み込み、もうそろそろで半分といったところで鈍い痛みが走った。

「つっ、あ……っ！」

　思わずアレクシスの背に回した手が爪を立ててしまう。力の加減ができなかったために痛みは間違いなくあったはずだが、アレクシスはそれを責めるでもなく心配そうにリーゼルを見た。腰を引きかけた彼を、首を振り慌てて引き留める。

「待って、やめないで。大丈夫だから」

「だが……」

「本当に大丈夫。だから……お願い」

　本当は、想像していたよりも強い痛みに体が竦んだ。けれどそれでも彼とひとつになりたい。今夜を逃せば、きっともう二度とアレクシスと体を合わせることはない。その前に、どうしても彼と体の奥深くで繋がりを持ちたかった。

（勝手なことを言っているわ、私）

　もう、明日くらいには彼と離れてしまうのに。アリーセが見つかった以上、本来ならばこうして彼と体を重ねる必要はない。何故なら、それは妻の役目――アリーセがする役目だからだ。なのに、自分自身が彼との繋がりを求めている。アレクシスが後でこのことを知れば、呆れられるかもしれない。それどころか、軽蔑だってされてしまうかもしれない。それでも、やめたくなかった。

「……分かった。少しの間、強く痛むかもしれない。その間だけ我慢してくれ」

　リーゼルの懇願にアレクシスは少し考える気配を見せた後、より体重を掛けやすい体勢に体を動かす。そして、深く息を吐くように告げると一気に昂りを奥へ進めた。

「ひっ、んっあ、ああ……っ！」

　瞬間、鋭い痛みが走る。同時に、昂りが一気に奥まで入り込んだのが分かった。繋がった箇所から鮮血が流れ、真っ白いシーツに赤が滲む。――ついに、彼とひとつになれたのだ。

「あ……お、くに」

「ああ、全部入った。よく頑張ったな」

　額にキスを落とされ、少し気恥ずかしい。痛みを感じた箇所は最初こそじんじんと痛んでいたが、馴染むまでアレクシスが動かずにいてくれるとじきに治まってきた。痛みが消えて代わりに浮かんできたのは内部の疼きだった。昂りの埋まった蜜壷は先端から根元までその形に寄り添っている。まるで鍵穴に鍵が収まるように、これ以上ないほどぴったりと。初体験のリーゼルにはこれが当然なのかそれともそうでないのか分からなかったが、アレクシスの反応を見るに悪いことではないようだ。

「……っう……」

「大丈夫……？」

　切なげに眉を寄せるアレクシスの頬にそっと手を伸ばす。挿入する前とは立場が逆だ。紅潮した顔をこちらに向けたアレクシスは、乱れた息で小さく「ああ」と頷いて、それから独白のようにまずいな、と呟いた。

「え……あ、あの……私、何か変、だったりする……？」

　これまで何人もの女性を抱いているであろうアレクシスにそんなことを言われると、少し不安になる。自分が知らなかっただけで、実は体に重大な欠陥があったらどうしよう。だが、リーゼルの不安とは正反対の言葉をアレクシスは陶然と続ける。

「そうじゃない。そうじゃなくて……なんだ、これ。悦すぎて……まずい」

「え……っ」

　まさかそんなことを言われるとは思わなかった。うろたえたリーゼルの髪を指先で梳いて、アレクシスは深く息を吐き出す。

「初めてだし、日中あんなことがあったから無理はさせないようにしようと思っていたが……理性がきちんと利くか少し不安になってきた」

「あ……」

　アレクシスの言葉を肯定するように、内部でまた少し昂りが大きさを増すのを感じた。生々しい感覚に顔が赤らんだが、それでもまっすぐに視線を合わせ微笑む。

「いいわ。あなたの思うように抱いて」

　この時間を、彼との幸福を一生忘れないでいられるように体に深く刻みつけてほしい。そして、今だけは何も考えなくて済むようにしてほしい。彼と離れなければならない悲しさも――これから彼と将来を歩んでいくアリーセへの嫉妬も、この瞬間だけは忘れていたい。

　じわりと目の前が滲んだ。目の奥が熱くなって、涙が溢れそうになる。
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「リーゼル……？　どうした、泣いているのか……？」

「……今が幸せだからよ」

　今だけは本当に、心の底から。

　アレクシスの背に手を伸ばし、強く抱きつく。もう痛みはない。早く――動いてほしい。

　緩やかに、アレクシスの腰が引かれた。最初はわずかな抽挿だったが、リーゼルに痛がる様子がないのを確認して少しずつ動きが大きくなる。それに合わせて、リーゼルの腰もより快感を得ようとしているのか誘うようにうねった。昂りが中を貫くたび、繋がった箇所から蜜が溢れてくる。肌を伝うあえかなその刺激にもぞくぞくと震えが走って、増していく快感と興奮がより一層体内の熱を煽った。

「んっ、あ、あ……っ！　やっ……中、す、ごい……っ」

　体の中に、こんなに感じる場所があったなんて。想像したこともなかった快感に背中がのけ反る。晒された白い首元に噛みつくようなキスを落とされて、その刺激にも声が漏れた。聞こえてくるアレクシスの吐息も荒く乱れていて、彼が感じてくれていることが伝わってくる。

「っリーゼル……！」

　掠れた声で名前を呼ばれる。ただそれだけのことなのに、体が震えて蜜壷がきゅうと締まった。突然の締め付けに、アレクシスが息を飲む。深く腰を抱え直されて、抽挿が速さを増した。入口から奥まで激しく穿たれて、リーぜルの声も更に甘く高くなる。……と。

「っ!?　やっ、そこ、やぁあ……っ！」

　昂りの先端がある箇所をこすった瞬間、びくんと雷でも落ちたような強い痺れが走った。にわかに起こった自身の体の反応にリーゼルは困惑して目を瞬かせたが、アレクシスは心得た様子で笑う。

「ああ、ここなのか」

「ここって何が……あっ、やだっ！　そこ触らな……っめ、こすっちゃ……っあ、あんっ」

　反応を起こした箇所を重点的に突かれて、そのたびに目の前が白く霞む。これは一体何なのか息を乱しながら問うと、アレクシスの笑みが一層深まった。

「本当に何も知らないんだな。今までよく他の男がおまえに手を出さずにいたものだ。リーベの男はよほど我慢強いのか、それともよほど見る目がないのか……。俺にとっては幸運だったが」

「何、が……あっ、ああ……っ」

　リーゼルの問いに答える代わりに、昂りがまた中を抉った。心地良さに、無意識に足が彼の腰に絡みつく。それで抱えなくても済むようになったのか、腰を抱えていたアレクシスの手がリーゼルの乳房に触れた。左右で円を描くように揉まれ、先端を指先で捏ね回されると、抽挿の快感と相乗して一層の快楽が頭の芯を蕩けさせる。与えられ続ける快感に体全体が敏感になっているのか、ベッドの上に広がった自身の髪が肌をくすぐることさえもどかしい刺激となって全身を苛んだ。

　アレクシスの腰が大きく動くたびに、じゅぷじゅぷと淫らな水音が繋がった箇所から溢れる。内部は既にふたりの熱が溶け合っていて、もう自身の体の区切りさえ判別できないほどだ。

　耳に届くお互いの声はどちらももう言葉にならない喘ぎだけだ。でもその声だけでお互いが存分に感じていること、そしてどちらも切羽詰まり始めていることは伝わってきた。

（どうしよう。何か、来る。怖い……っ）

　体内の熱はもはや全身を焼き尽くすように大きくなり、体の奥から何か激しいものが湧き上がってくる気がした。それが何なのか分からずリーゼルは体を震わせたが、その未知への恐怖が快楽から来るものだということはおぼろげに分かった。潤んだ瞳でアレクシスを見上げれば、彼もまた何かに耐えるように息を詰まらせている。

「っはぁ……リーゼル……おまえの中で達きたい。構わないか？」

　余裕のない問い掛けに、わずかに体が跳ねる。中で――そうなれば万が一の場合があることは理解できた。それを考えた上でアレクシスが聞いていることも。

　リーゼルがまもなくアリーセと入れ替わることを彼は知らない。もしもこの晩で彼との愛の芽がリーゼルの中に宿ってしまったとしたら……そんな不安はあった。けれど、考える間もなくリーゼルは頷いていた。

「ええ。私を、体の中まで全部……あなたでいっぱいにして」

　きゅう、と蜜壷が締まって昂りを締め上げる。その刺激にアレクシスの眉が切なげに寄った。乱暴に唇を奪われ、束の間止まっていた抽挿が一気に再開される。先ほどまでよりも一層深く、激しく。口内で絡む舌先も奥まで穿たれる抽挿も、どちらも熱い。襲ってくる快楽の波に翻弄され、リーゼルは強くアレクシスに縋りつく。

「あ、あ……っ！　アレクシス、はっ……あぁっ、っき、好き、ぃ……っ！」

「リーゼル……っ」

　軋むベッドの上、短い喘ぎと乱れた吐息が重なる。飛び散る汗がどちらのものなのか、もう判別も付かない。やがて、体の奥で何かが膨れ上がるような感覚があった。次の瞬間、爆ぜるようなすさまじい快感に目の前が真っ白に染まる。

「あ、あぁあ……っ！」

　がくがくと大きく体が震えて、蜜壷が強く収縮する。アレクシスが息を飲み、次いで彼の昂りもリーゼルの奥深くに熱を放った。注ぎこまれる熱はなかなか静まらず、残滓まで全て出し切るようにして中を満たした。

　快楽の余韻と気だるさに、昂りをまだ中に入れたままでリーゼルの意識が遠のく。急速に暗くなる中で、リーゼルは短い夢を見た。そこでは、アレクシスが気を失ったリーゼルを愛おしそうに抱きしめてくれて――そして、こう囁いてくれるのだ。

「リーゼル。……愛してる」

（ああ……。私、こんなにその言葉を聞いてみたかったのね。夢でこんなことを見ちゃうなんて。でも……）

　でも、幸せだ。夢の中で微笑んで、リーゼルは今度こそ意識を手放した。






　翌朝。暗殺を企てていた犯人が全て捕らえられたことで、城内はひどく慌ただしくなっていた。何せ、国王の側近やら大臣、はては王妃まで捕らえられてしまったのだ、政まつりごとに支障が出ないはずがない。アレクシスも、朝食を済ませるやいなや忙しげに執務へ向かっていった。

　誰もがばたばたとしていてこちらに意識を向けていないことを幸いに、昨日リーベから到着したという使者の元へ向かう。城内の来客用の部屋に泊まる彼を訪ねると、室内には厳つい顔をした男の他に中年の女がひとりいた。リーゼルがひとりであることを認めると、男は女に目配せをする。心得た様子で女が部屋の隅を隠すように掛けていた布を外すと、その後ろから長いローブを被り俯く女性が新たに現れた。フードを外し見えたその顔は――やはり、自分とよく似ていた。

「アリーセ姫さま……」

　散々泣いたのだろう、抜け殻のように脱力した彼女はそれでもどうにか立ち上がり、深々とこちらに頭を下げた。

「ご迷惑を……お掛けいたしました」

　掠れた声の謝罪に驚く。まさか、王族の姫が自分に頭を下げて謝るなど思ってもみなかった。アリーセはまたゆっくりと頭を上げると、ふらつき倒れかけた体を寸でのところでとどめた。顔色は悪く、華奢な足は立っているのがやっとという風情だ。衰弱しているのは一目で見て取れたが、恐らくそれは身体的なものではなく精神的なものだろう。

「こうして姫が見つかった以上、そなたには速やかに入れ替わってもらう。今夜、闇に乗じてここを脱して――」

「あ、あの！　アリーセさまと少し――ふたりだけで話をさせてはいただけませんか」

　言葉を遮り訴えたリーゼルに、男の眉が怪訝そうに寄る。それでも、リーゼルは必死に言葉を続けた。

「だって、あの、入れ替わるにしてもこちらで過ごした間のこととか説明しておかないと、怪しまれてしまうでしょう」

「それは、そなたと姫のみでなければ話せないことなのか？」

「その、アレク……旦那さまのこととか、そういうプライベートなこともあるんです。これまでずっとお役目に徹してきたんですから、これくらい私の望みを聞いてくれたっていいでしょう!?」

　思わず声を荒げてしまった。少しの間考える気配を見せた男は、ため息をつくと女を伴い部屋を出て行った。気配が消えたのを確認して、アリーセに向き直る。

「アリーセ姫さま……」

　今は、彼女の気持ちが痛いほどよく分かる。愛する人と引き離される苦しさ、悲しさはリーゼルもまさに今抱いているものだ。だから、彼女のことを責める気にはなれない。

「アレクシスは、私があなたの身代わりだったことを知っています。入れ替わっても、きっとあなたのことは責めないでしょうから安心してください」

　驚いた様子で顔を上げた彼女に微笑み、そっと手を握る。アリーセなら、きっとよい妻になってくれるだろう。

「彼を最初は怖いと思うかもしれません。不器用で、少し寂しがり屋なところもあって……でも、とても優しい人です。だから……」

　じわりと目の奥が熱くなる。震えそうになる声を必死で整えて、言葉を続ける。

「だから、今は無理でも、もしもいつかあなたが彼を愛せるようになる日が来たら。そのときは――どうか、あの人を幸せにしてあげてください」

　それは、リーゼルとサーシャふたり分の願いだ。瞳を伏せたリーゼルをアリーセはじっと見つめ、問い掛ける。

「あなたは……アレクシス様をお慕いしていらっしゃるのですか……？」

「……はい。とても」

　素直な言葉が零れ、涙が一筋頬を伝った。それを見てアリーセもほろほろと涙を流し幾度も謝る。

　お互いに、愛した相手とは共にいられない。その人の傍にいたい――願いは至極簡単なもののはずなのに。

　苛立った様子でドアをノックされ、はっと顔を上げる。こちらの応えにドアを開けた男は、じろりと時計を見ながら時間がないことを告げた。入れ替わるためには、リーゼルだけでなくアリーセも準備をしなくてはならない。

「……分かりました」

　もうアレクシスに会うことはできない。胸元に残る紅い痣をドレスの上から指先でなぞって、リーゼルは頬の涙を乱暴に拭った。

















４












　まもなく日付も変わるほどの時間だというのに、広場の楽しげな喧噪は未だに聞こえ続けている。町外れのこの家までそれが届くのは、今年の収穫祭が特に盛大に催されているからだろう。何せ、今年は隣国と婚礼という形でより強固な結びつきが為された年であり、その功労者――アリーセ姫と次期ハイルング国王が揃って出席をしているのだから。

（もうあれから三ヶ月……か）

　リーベに戻って、もうそんなに経ってしまった。未だにアレクシスへの想いは消えることがない。叶うならばもう一度彼に会いたい。だが、そう思うからこそ収穫祭には行けなかった。たとえ一目でも顔を見てしまえば、一層辛くなるのは分かっていたから。

　幸か不幸か、結局彼との子は宿っていなかった。それが分かった瞬間の自分でも意外なほどの落胆に、リーゼルは我ながら呆れてしまった。

「アレクシスもアリーセ姫さまも……お元気でいるかしら」

　窓の外に視線を向け呟く。ふたりがリーベに滞在するのは今日だけだと聞いている。この機会を逃せばきっと数年――いや、もしかしたらもう一生顔を見ることはないかもしれない。けれど、それでよいのだろう。この恋心を忘れることはできなくても、ゆっくりと心を癒し思い出にすることはできる。

（ほんの少しの間、お姫さまになって好きな人と結ばれる夢を見ただけ。そう思えば、いつか楽しく思い返せる日が来るわ）

　もう眠ってしまおう。母の写真に微笑みかけて部屋の照明を落としかけたとき、ふと玄関のドアをノックされた。こんな夜更けに誰かが訪ねてくるなんて。訝しみながらも錠を外し、そこに立つ人の姿を認めて目を見開く。

「アレク……シス？」

　黒く長い外套をまとい、そのフードを目深に被ってはいるが間違いなく彼だ。だが、こんな町中にその姿があるはずがない。夢でも見ているのかと瞳を瞬かせたリーゼルの腕を彼の手が掴む。そのまま強く抱きしめられて、広い胸に閉じこめられた。――温かい。夢ではなく、確かにここにいる。

「やっと会えた」

「どうして……」

　尋ねようとしたところで、通りの向こうから人の近づく声がした。慌ててアレクシスの手を引き家の中に入る。幸い誰にも姿は見られなかった。ほっと息をついたリーゼルを、再びアレクシスが抱きしめる。久しぶりに感じる温もりに泣きそうになりながらも、どうにか涙をこらえて再び問い掛ける。

「どうしてあなたがここにいるの？」

「決まってるだろう、おまえに会いに来たんだ。あんな形でいきなり姿を消されて、俺は少しも納得していないんだからな」

「それは……悪かったと思っているけど。でも、仕方ないじゃない」

　アリーセ姫が見つかった以上、自分の役目は終わった。妻を演じられるのならば誰でもいいと、アレクシスは言っていたではないか。しかし、消え入りそうな声でそれを告げると、長い指先で鼻を摘まれてしまった。

「痛っ」

「まだそんなことを言ってるのか、おまえは。俺がおまえに言った言葉を覚えてないのか？　愛してると、俺は確かにあの晩告げたはずだ」

「……っ！」

　あれは、自分の願望が聞かせた幻聴ではなかったのか。顔を赤らめたリーゼルを、アレクシスが呆れた様子で睨む。

「覚えていないわけじゃなさそうだな。それなのに何も言わないまま消えるとは、本当にひどい女だ。大体リーゼル、おまえのせいで俺はここ三ヶ月修道士のような禁欲生活なんだぞ」

「ええっ!?　だって、その、アリーセ姫さまが……っ」

　その先はさすがにはっきりと口に出しかねて、言葉を飲み込む。けれど、アリーセ姫や、彼女がだめなら最悪他の女性だって抱けはしたはずだ。それなのに、リーゼルと体を重ねてから以降一度もそういった行為をしていないのだろうか。

「他の男が胸の中にいる女を抱けるか。それに……」

　一旦言葉を切り、アレクシスがやや気まずげに言い淀む。しばしの間の後、珍しく口ごもりながら言葉を続けた。

「……それに、俺が他の女を抱く気にならなかったんだ。おまえのことばかり思い出して、他に目がいかなくなった。おまえを――おまえだけを抱きたいと、そればかり思うようになった」

「！」

　かあっと頬に朱が上るのを感じる。自分が一日も彼を忘れたことがないように、彼も同じ気持ちだったのだろうか。そのこと自体はとても嬉しい。――でも。

「……だめよ」

「俺のことはもう好きではなくなったか」

「そんなわけない！　でも……あなたの奥さまはアリーセ姫さまだわ」

　たとえふたりの心が互いに別の相手へ向いていたとしても、外面的には彼らは夫婦だ。こうして会うことも彼女に申し訳なく感じてしまう。だが、俯いたリーゼルの頬に手を添え上を向かせながら、アレクシスは窓の外へ視線を向けた。

「アリーセ姫か。彼女なら、そろそろ国境を越えた頃じゃないか。収穫祭は他国の人間や大道芸人も多く出入りするから、その集団に紛れれば国を出やすいだろうと助言しておいたから」

「えっ!?　ど、どういうこと？」

「二度目の駆け落ちだ。しかも、今度は恐らく見つからないだろう。恋人に連れ添って、遠くの国へ行くと言っていた」

「じゃあ……」

　アリーセ姫は、心を捧げた相手に再び逢えたのか。そして、今度こそずっと一緒にいられるようになった。

「でも……待って。そんなことしたら大事件じゃないの！　出発時にはいた妻が帰国時にはいなくなっているなんて、ハイルングに帰ったらどうするつもりなの!?」

「そうだ、大事件なんだ。だから、おまえに会いに来た」

「え……」

　抱きしめていた体を離し、アレクシスが一歩後ろへ下がる。そしてリーゼルの手を取るとそっとその指先に口づけを落とした。

「おまえに、もう一度ハイルングへ一緒に来てほしい。ただし今度は身代わりじゃない。だから、期間も一生だ。了承すれば、おまえには死ぬまで――いや、死んでからも永遠に俺の妻となってもらう。いつか後悔しても引き返すこともできないし、手放すこともしない。それでもいいと言うなら頷いてくれ。嫌だと言うのなら――今すぐこの手を振り払え」

「……。……ずるいわ、そんなの」

　アレクシスの手を取り、口づけを返す。顔を上げてまっすぐに彼を見つめる。――そんな瞳で見つめられて、振り払えるわけがないではないか。ふわりと微笑み頷くと、伸びてきた腕に強く抱きしめられた。

「私が断れないと知っていて聞いてきたんじゃないの？」

「そんなことはない。断られたらどうするかも考えていた」

「じゃあ、もしも断っていたとしたら？」

「……そのときは、縄で縛り付けてでも無理矢理連れ帰るつもりだった」

「何よ、それじゃあ結局答えはイエスしかなかったんじゃない！」

　思わず笑ってしまう。けれど、その強引さが今は好ましかった。どちらからともなく唇が触れ合い、深く重なる。久しぶりに交わした口づけはひどく熱く、甘かった。

「ん、ん……っ」

　キスだけで、体を合わせたあの日のことを思い出して熱が上がる。そんなリーゼルの心を知ってか知らずか、背中に触れるアレクシスの手がまるで愛撫するかのように腰のラインをなぞってぞくりと震えが走った。そうしている間にも口づけはより濃厚なものになり、舌が絡むたびに濡れた水音が耳朶を震わせる。

「あ……ま、待って。待っ……」

「待たない。もう一度おまえに会ったら、そのときは一晩中抱いてやろうと考えていたんだ。散々お預けを食らわせられているんだからな、嫌とは言わせないぞ」

「そ、そうじゃないけど。でも……」

　言いながら、そっと部屋の隅の鏡に視線を向ける。映っているのは、夢のように美しい王子とそれには不釣り合いの地味な格好の町娘。ハイルングにいた頃と違い、ドレスもなければメイクもしていない。アリーセ姫を演じていたときは髪も緩やかな波を持って華やかだったけれど、今は元通りまっすぐの髪を結うこともなく無造作に下ろしているだけだ。どう考えても、彼に抱かれるのに相応しい女ではない。だがリーゼルの躊躇いなど吹き飛ばしてしまうほどに激しく口づけられ、力の抜けた体はさっさと彼の腕に抱えられてしまう。横向きに抱かれたまま、アレクシスの足が家の奥へ向かう。――そちらには、リーゼルの寝室がある。

「そうじゃないなら、おとなしく抱かれろ。まだ俺に少しでも理性が残っているうちにな」

「……あう」

　恥ずかしい。だが、自身の体が既に期待し始めていることも分かる。まだキスを交わしただけなのに頭の芯が溶け始めているのだ。我慢できないのはリーゼルも同じだった。

　アレクシスの私室よりも狭い家の中では、寝室を見つけるのも容易だった。リーゼルの使うシングルベッドを見て、アレクシスはやや驚いた様子で片眉を上げる。

「随分狭いベッドだな」

「これが普通なの！　お城のベッドが広すぎるのよ」

「ふうん？　まあ、いい」

　リーゼルをベッドの縁に下ろし、アレクシスはまとっていた外套と上着を脱ぎ捨てる。室内の明るさといえば、外から差し込む月光くらいだ。だが、それでも夜目が慣れてきたせいか彼の引き締まった上半身は鮮明に見えて鼓動が跳ねた。緊張に身を硬くさせるリーゼルをからかうように、アレクシスが小さく笑う。

「このくらい狭い方が、より密着していられるからな」

「……っ！」

　その微笑みはなんだかとても美しく――そして艶やかだった。久しぶりだからだろうか、余計に魅力的に見えてしまう。

（なんだか、前の彼じゃないみたい。は……恥ずかしい）

　色気を増したその視線を真正面から受けているのが無性に恥ずかしくて、思わず逃げるように彼に背を向けてしまった。

「リーゼル？」

「あの……ごめんなさい。ちょっと待って、なんだか心の準備が……」

「だめだ。言っただろう、待たないって」

「あっ！」

　伸びてきた腕に背後から抱きしめられ、そのままベッドに押し倒された。近い位置で、彼の温もりと鼓動を感じる。その体勢のまま顎を捕らえてリーゼルの唇を奪い、アレクシスの手が急いた様子で胸をまさぐる。

「んんっ、ふ……ぁ、ぅん……っ！」

　息つく間もないほど何度も深く口づけられ、理性が奪われていく。幾度も舌を絡め合いようやく唇が離れると、混ざり合った唾液が細く糸を引いてリーゼルの唇を濡らした。

「なるほど。ベッドが狭いとこういう利点もあるんだな。おまえが逃げようとしてもすぐに捕まえられて、逃がさないでおける」

「もうっ……心の準備くらいさせてくれたって……」

「そんなものなくても、充分感じているくせに。相変わらず敏感だな」

　くすりと笑うアレクシスの言葉通り、揉みしだかれた胸の先端は両方とも既に尖ってナイトウェアを押し上げている。指先で摘まれるとわずかな痛みと共に甘い刺激が駆け抜けた。

「あ……っ！」

「俺と離れている間、誰か別の男に触らせたりなんてしていないだろうな？　こんなにすぐ反応されると心配になる」

「してないわよ！　……それに、あなた以外じゃこんな風になったりしないわ」

　赤くなった顔で俯き小さくそう訴えれば、アレクシスは「そうか」と喜色を滲ませた声で呟き柔らかくリーゼルの耳朶に唇を落とした。

「あ、ん……っ」

「なら、これから一層俺だけに反応するようにしてやろう。俺以外の男なんて目に入らなくなるくらいにな」

（そんなの……今更だわ）

　今だって、アレクシス以外見えてはいない。この体が悦んで反応を示すのも彼にだけだ。

「あっあ……は、ぅん……っ」

　耳の形をなぞられ中に舌を差し入れられると、秘めやかな水音が鼓膜を震わせる。その刺激に甘い喘ぎを零していると、いつのまにかアレクシスの手によってナイトウェアの胸元をはだけさせられ乳房が露わになった。直接素肌に触れた手の絶妙な力加減の愛撫に、強い快感が背筋を走り抜ける。

「あっ、や、だめ……あぁっ」

「おまえは本当に胸が弱いんだな。ここも、益々硬くなってる」

「あぁん……っ！」

　爪で軽く乳房の先端を引っかかれ、高い声が漏れてしまう。自分のものとは信じられないくらい甘い喘ぎにリーゼルが顔を染めると、耳元でアレクシスが小さく笑った。

「おまえの声はいいな。すごくそそる。……たくさん感じさせてやるから、もっと聞かせろ」
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　少し掠れた声。少しずつ荒くなっていく息遣いから彼の興奮と欲情が伝わってきて、リーゼルの体に熱が灯った。耳からうなじへと下りた唇が、薄赤く染まった肌にいくつも所有の証を刻み込んでいく。アレクシスの触れる箇所全てから快楽が生まれてくるようで、絶え間ない快感にリーゼルは為すすべもなく体を震わせる。

　だが余裕がないのはアレクシスも同じなのか、隙間なく触れている腰の辺りで、徐々に固さを増す昂りの存在を感じた。それが嬉しい反面、少し申し訳なさも覚える。恐らく、まだ二度目のリーゼルを思いやってすぐには行為に至らないでくれているのだろう。だが、時折聞こえてくる苦しげな吐息は彼の限界もそう遠くないことを告げている。自分ばかりが彼に快感を与えてもらうのは忍びなかった。――だから。

「あ、あの……アレクシス」

　胸を愛撫する手を指で止めて、上半身を起こす。そして彼に向き直ると、恥ずかしさを押さえ込んでアレクシスの膝に触れた。

「リーゼル？」

「その……ね。初めてだから、多分あまりうまくはできないと思うんだけど……わ、私も……あなたに気持ちよくなってほしいの。だから……」

「リー……、……っ！」

　不思議そうに首を傾げていたアレクシスの瞳が、驚きに大きく見開かれる。凝視する視線を感じながら、リーゼルは震える手でアレクシスの下腹部に触れた。拙い手つきで昂りを取り出すと、そのまま先端に口づける。

「！　リーゼル、やめろ、そんなことは……っ」

「わ、私がしたいの。あなたにも、もっと悦くなってほしい。……んっ」

　既にぬるついたそこを、少しずつ口内に運んでいく。どくどくと脈打つ昂りは口の中で更に大きさを増して、頬張ってみても半分ほどしか入らなかった。それでも舌や、入らなかった部分は手を使い懸命に刺激を与えると、やがてアレクシスが押し殺した声を漏らし始めた。艶やかな声音に、リーゼルもぞくりと快感を覚える。

「くっ……は……リー、ゼル……。ぅ……っ」

（よかった。感じてくれてる……）

　相手に快感を与えられることがこんなにも嬉しいことだとは知らなかった。いつしか夢中になって昂りを愛撫していると、突然肩を掴まれ動きを止められた。その拍子に昂りも外へ飛び出ていってしまう。口に含んだときよりも大きくそそり立ったそれは、昂り自体から溢れた液体とリーゼルの唾液に濡れていた。

「……っもう、いい」

「でも、まだ……」

「もういいから。それより……早くおまえの中に入りたい」

　荒い吐息混じりに告げたアレクシスの瞳は、情欲に満ちて獣のような光を放っていた。それにわずかな恐れを感じたが、それ以上の期待がリーゼルの体を貫く。

　リーゼルも同じ気持ちだった。既に理性など本能に押しやられてしまっている。彼の昂りで激しく中を突いてほしい、何も分からなくなるほど滅茶苦茶に抱いてほしい――そんな赤裸々な願望が次から次へと浮かんで、まだ触れてもいない秘所がじんと痺れた。蜜液が滲んで潤っているのが分かる。彼を受け入れたいと――体がそう望んでいる。だから、否やはなかった。

　こくりと頷き、ベッドに横たわる。覆い被さってきたアレクシスとまた深く口づけを交わしながら、彼を受け入れやすいように大きく足を開く。入るだろうかと瞬間不安を感じたが、潤んだ蕾は押し当てられた硬い先端をゆっくりと飲み込み蜜壷の奥へと導いている。全てが入りきる前、割り開かれる感覚にわずかな痛みを感じただけで挿入は比較的スムーズだった。むしろ、失っていた体の一部を再び見つけたような安堵感があった。彼を受け入れた蜜壷は、昂りの形に添うようにぴったりと絡みついて奥へ奥へと誘い込んでいく。

「っ……前よりも、これは……っ」

「ん……き、つい……？」

「いや……前でも充分悦かったのに、更に悦くなっていて……。今夜は本当に手加減できないかもしれない。先に謝っておく、すまない」

　本当にすまなげに眉を寄せたアレクシスに瞬間驚いて、リーゼルは羞恥に頬を赤らめながらすぐに微笑みを浮かべる。

「謝らないで。私も……あなたに思いきり抱いてほしい。ね……平気だから、動いて……？　たくさん、あなたを感じさせて」

　我ながらなんて淫らなことをねだってしまっているのだろうかと頭の片隅では理解している。けれど――止められなかった。切なげに瞳を揺らしたアレクシスに激しく噛みつくようなキスを落とされ、中の昂りが大きく動いた。本当に遠慮のない、最初から激しく奥を抉る抽挿。初めて体を合わせたときとはまるで違う獣のような情欲のぶつかり合いは、ほんのわずかだけ残っていた理性や恥じらいも根こそぎ奪い取ってしまう。

「はっあ、あ……っぁん……！　いい、そこ……あ、ああっ！」

　腰が打ち付けられるたび、ベッドが大きく軋む。与えられる快楽が全身に伝播して背中が反り上がる。と、抽挿を続けながらアレクシスの唇がリーゼルの胸に下りた。大きく揺れるそこを円を描くように揉みしだき、立ち上がる先端を唇で包み舌先で舐る。つついたり吸い上げたりと様々に刺激を与えられ、リーゼルの口から益々高い声が上がった。

「や、だめ……っ！　そ、な……一緒にされたら……っあ、あんっ！」

　緩く首を振ってどうにかそう訴える。しかしそれは却って煽る効果しかなかったようで、内部を突き上げる昂りが一層膨張した。リーゼルの感じる箇所は上も下も既に把握されているようで、執拗にそこを強く刺激されて目の前にちかちかと光が飛んだ。

「リーゼル……っ」

「あっん、アレクシス……だめ……私、変になっ……あ、あぁ……っ！」

　息が乱れて、もううまく言葉も紡げない。溢れ出るのは、快楽に溺れた喘ぎばかりだ。抽挿のたび、繋がった箇所から愛液が淫らな音を立てて漏れてくる。お互い、もう頂上が近いことは分かった。震える手を伸ばし、アレクシスの頭を抱き寄せる。近い位置で視線が絡んだ。熱の灯った瞳――そこには互いしか映っていない。

「……っこのまま出すぞ……っ！」

「う、ん……っ！　全部、中……に……っあ、ん、は……あ、ああぁ……っ！」

　びくん、と体がしなって足の爪先まで痺れるような快楽が走った。同時に、中で昂りが爆ぜ熱が奥に迸るのを感じる。すさまじいまでの快感はすぐには治まらず、リーゼルは蜜壷で果てた昂りを細かく締め付けながら快感の残滓を味わっていた。






　その後も貪り合うように体を重ね、やがて東の空が少しずつ明るくなっていった。さすがに広場の喧噪ももう聞こえてはこない。快楽の余韻で気だるい体をどうにか起こして、窓の外へ視線を向ける。

「……アリーセ姫さま、無事に国を出られたかしら」

「途中までは念のため警備の者も付けておいた。恐らく大丈夫だろう。それより、人の心配よりも自分の心配をした方がいいんじゃないのか？　何せ、これからは一生ハイルングで暮らさなければならないんだからな」

「あなたがそれを言うの？　一緒に来いって言った張本人のくせに。……でもまあ、大丈夫よ」

　傍らに横たわるアレクシスに微笑み、軽く口づける。

「だって、あなたが一緒なんだもの。守ってくれるでしょう？　アレクシス。あなたは、私の夫で……それから、共犯者なんだから」

　悪戯っぽく笑ったリーゼルを抱き寄せ、今度はアレクシスの方からキスをする。先ほどのものよりももっと濃厚で、深いキス。ゆっくりと離れた唇の合間で、どちらの顔にも秘密めいた笑みが乗る。

「そうだな、俺たちは共犯だ。これから一生な」

「ええ、一生。楽しみだわ」

　今度は誰かに強制されての身代わりではなく、自身で選び決めた道だ。だから恐怖はない。これからは、両方の国を騙していくことになる。危ない道を通ることはこれからもたくさんあるだろうけれど――彼が一緒ならば、きっとどうにかなるだろうと何故か気楽に思えた。

　楽しみね。もう一度そう呟いて、リーゼルは再びアレクシスに唇を寄せた。
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